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例 言

1 本書は,都市計画道路東浜港花 ノ宮線街路事業に伴 う埋蔵文化財発掘調査報告書で,高松市桜町二丁 目

に所在する東中筋遺跡―第 2次調査 ―の調査報告 を収録 した。

2 発掘調査及び整理作業については,高松市教育委員会が実施 した。

3 調査か ら報告書 に至るまで ,下記 の関係機 関ならび に方々の助言 と協 力を得た。記 して謝意 を表 した

香川県教育委員会 財団法人香川県埋蔵文化財センター 讃岐文化遺産研究会

4 東 中筋遺跡 ―第 2次調査 ―の調査 は,平成12年 度 に文化振興課文化財専 門員小川賢が行い, 中西克也

(讃 岐文化遺産研究会)の補佐 を得た。整理作業は小川が行 った。

5 報告書掲載の遺物写真撮影は,杉本和樹氏 (西大寺 フォ ト)に委託 した。

6 本書の執筆は,第 4章以外 を小川が行い,編集 も小川が行 うとともに,同課文化財専門貝川畑聰が補佐

した。

7 第 4章 自然科学的分析の うち,第 1節 プラン ト・オパール分析 を株式会社パ レオ・ラボに委託 し,第 2

節赤色顔料分析 を魚島純一氏 (徳 島県立博物館学芸員 )に依頼 した。第 3節 14c年代測定 については,小
林謙一氏 (総合研究大学院大学)の好意により玉稿 をいただいた。なお,文中の用語 。句読点等 について

は,執筆者の意思 を尊重 し統一 していない。

8 本文の挿図として,国土地理院発行 2万 5千分の 1地形図「高松南部」及び高松市都市計画図 2千 5百

分の 1「高松市街南部Jを 一部改変 して使用 した。

9 発掘調査で得 られた資料は,高松市教育委員会で保管 している。

10 本報告書の高度値は海抜高を表 し,方位 は座標北 を表す。

11 本書で用いる遺構の略号は次のとお りである。

SK:土坑 SD:溝  SR:旧河道 SX:性格不明遺構

12 土壌及び土器観察の色調表現は,新版 標準土色 帖 (農林水産省技術会議事務局監修・財団法人 日本色

彩研究所色表監修)に よる。
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第 1章 調査の経緯と経過

東中筋遺跡は,都市計画道路室町新田線 と高松港 (東浜港 )を 南北に結ぶ都市計画道路東浜港花 ノ宮線の

予定地内で確 認 された遺跡である。すでに南半分 の1,245♂ついては,平成11年 度に第 1次 調査 として発掘

調査 を行い,翌 12年 度 に報告書を刊行済である。

残る北半分 については,平成11年 度 に試掘調査 を実施 した。その結果,旧地形は第 1・ 2ト レンチでは深 さ

約 2m以上 を測る旧河道が存在 し,第 3ト レンチでは旧河道か ら微高地となることが確認 された。一方,埋蔵

文化財 としては,第 3ト レンチ南半分で畦畔状遺構 を確認するとともに,弥生土器片が出土 した。なお,第 3

トレンチ南端か ら第 1次調査区までの間については,用地買収交渉の条件で試掘調査が行えなかったが,試掘

調査及び第 1次調査の結果 より,本調査 を実施することで事業課である都市計画課と合意 した。本調査 は,第
3ト レンチ南半分か ら第 1次調査区までの約700♂ を対象 とし,平成12年 7月 5日 ～ 9月 28日 にかけて実施 した。

噛 |

噺,||

―

第 1図  調査区位置図 (縮尺 1/1,250)
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第 2章 地理的環境・歴史的環境

第 1節 地 理 的環 境

瀬戸内海に北面 した香川県のほぼ中央部に,低い山塊に

囲まれた高松平野がある。高松平野は西側が南か ら五色台

へと続 く山地,東側が立石山山地によつて囲 まれた東西20

km,南 北 16k mの範囲に及んでいる。いずれの山地 も花

闘岩の上に緻密で侵食の受けにくい安山岩がギヤロップと

呼ばれる形でかぶさっており,そ のため平野周囲の山塊の

ように侵食解析から取 り残された台状の平坦面 を有する山

地 (メ サ),あ るいは平野内部に見 られる由良山等の孤立丘

(ビ ュー ト)と なっており,高松平野の自然環境を特徴付け

ている。 第 2図 遺跡位置図
高松平野 は,完新世に入つてか ら形 成された ものである。

讃岐 山脈か ら流 下 し,瀬戸 内海へ注 ぐ香東川 をはじめ,本
津川 ,春 日川,新川などによって搬出された堆積物 により緩やかな傾斜の扇状地を形成 している。現在石清

尾山山塊の西 を直線に北流する呑東川は,17世紀に人工的に固定 されたもので,そ れ以前には石清尾山塊の

南側 を回 り込んで平野中央部を東北流する流路 も存在 していた。

本遺跡が所在する高松市街の 中心 に近づ くにしたがい傾斜が緩やかになってお り,こ こには海岸線 に沿っ

て東西方向に延びる微高地の砂堆が形成 されてお り,海の影響 を受けていたと考え られる。ボーリングデー

タによれば,栗林公園付近から松縄町,久米池 より北側では海成層の存在が確認 されている。高松市街地付

近では ,現地表面下 10～ 12m以浅が最終氷河期 以降の堆積物であると推 測で きる。本追跡 に東隣する桜 町

中学校でのボーリングデータでは,現地表面下 3mま ではシル ト質砂, 3～ 7mは 粘土, 7～ 8mは シル ト

質砂 , 8m以下は礫 となっている。この現地表面下 8mが沖積層 と洪積層の境であ り,こ れより上が最終氷

河期末以降の地積物である。

第 2節 歴 史 的環 境

周辺部に位置する最古の遺跡 として,縄文時代晩期中葉頃の居石遺跡がある。旧河道から突帯文以前の土

器及び土掘 り具を中心とした石器,伐採具と考えられる木製品が出土 しており,安定 した平野部においては

既に開墾・農耕の初現が見られる。弥生時代では海岸により近い遺跡として,環濠集落が確認された天満・

宮西遺跡,弥生時代末～古墳時代の掘立柱建物跡等が検出された木太中村遺跡が挙げられる。近年では,海
岸に位置する高松城跡下層の調査で,弥生時代後期の土器が海抜 Omよ りやや上位の砂堆から磨減を受けず

に出土する事例が認められ,今後の調査において海浜部で も遺跡が確認される可能性が高い。平野部では弥

生時代後期の集落が多 く確認 されてお り,古墳時代になると石清尾山山頂や尾根において鶴尾神社 4号墳等

の積石塚古墳群が造営される。なお,古墳時代の集落については,調査事例の多い平野部においても明確で

はない。 古代においては,屋島で古代山城が築か れ,平野部では松縄下所遺跡で見 られるような条里区画

が認められるようになる。 古代末～中世では石清尾山の北東部から旧市街地に至る地域が野原庄に比定 さ

れており,そ の海浜部にあたる高松城跡 (九 の内地区)では, 9～ 10世紀代の生活痕が確認され集落の所在

が明らかとなっている。さらに高松城跡 (西 の九地区)では,12～ 13世紀代の湊と考えられる礫敷きの港

湾遺構が検出されている。周辺部の調査においても中世以前に遡る遺構の検出例が増えてお り,今後,中 世

以前においても高松平野の拠点となるような港町の姿が想定できるようになるかもしれない。このように大

半が海に属する地形 ,あ るいは海浜部の不安定な立地条件と考えられていた本遺跡以北の砂堆において,近
世城下町の整備より遡る遺跡の所在が明確となったが,こ の砂堆へと向かう旧沖積地の縁辺に位置する本遺

跡において縄文時代～中世に至る遺構・遺物が存在することは示唆に富むものである。

参考文献  香川県教育委員会「高松城跡 (西 の九地区)Ⅱ 」「高松城跡 (丸 の内地区)」

高松市教育委員会「東中筋遺跡―第 1次調査―J「讃岐国弘福寺領の調査,同 Ⅱ」「木太中村遺跡J

-3



川

幻

↓

ｐ

ν
朝
丘
げ
�
丁

・鮮

　
「

1東 中筋遺跡

6天満・ 宮西遺跡

11大池遺跡

16井 手東 I遺跡

12r者

2稲荷山姫塚

7松縄下所遺跡

12上天神遺跡

17紺屋町遣跡

11

す て巡

!ザ▲

5キ モン ドー遺跡

10弘福寺領田図比定地

15居石遺跡

20高松城跡 (東の丸跡 )

。＼・．

3西ハゼ土居遺跡 4松並 。中所遺跡

8境 目 。下西原遺跡    9上 西原遺跡

13太 田下・ 須川遺跡   14蛙 股遺跡

18高松城跡 (九 の内地区)19高松城跡 (西の丸町 )

第 3図 東中筋遺跡周辺主要遺跡分図 (縮尺1/25,000)
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１

２

①

①

現耕作土

2‐5Y5/1黄灰色種細砂 (Fe:沈着)

5Y6/4オ リーブ黄色シル ト質極細砂

2.5Y5/2暗 灰黄色シル ト～シル ト質極細砂

2.5Y5/3黄 褐色シル ト質極細砂 (Fe沈着)

10YR4/4褐灰色極細砂 (Fe沈着)

7.5YR5/4黒褐色シル ト質極細砂～シル ト質粘土 (土壌化)

7.5YRl-7/4黒色ンル ト質粘土 (か たくしまる遺物包含)

2-5Y6/3に ぶい黄色細砂
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①

①
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2.5Y6/2灰 黄色細砂 (7.SYR3/4黒 褐色シル ト質細砂をラミナ状に含む)≒②-2

7.5YR3/4黒掲色～4/4褐灰色シル ト質細砂 (ラ ミナ状堆積 )

10YR4/1褐灰色細砂
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Ｅ
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第5図 調査区東壁土層図 (縮尺1/80)
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第 3章 調査の成果

第 1節 調査区の設定 と遺構番号

東中筋遺跡―第 2次調査 ―の調査区設定にあたつては,対象地がコンクリー ト壁 によ り南北に分断されて

いることに加 え,こ のコンクリー ト壁に沿って現有の農道が設けられていることから,コ ンクリー ト壁 を挟

み南北に各 2mずつ控 えをと り,計 4m間 を調査対象か ら除いた。これにより分害↓される,北側の調査区を

N区 ,南側の調査区をS区 と呼称 して調査 を実施 し,本報告 においてもこの調査区名を使用する。また,調

査時 と報告 にあたつての遺構番号の変更は行 つていない。

第 2節 遺跡の概要 と基本層序

概要 (第 4図 )

調査開始時は,第 1次調査および試掘結果か ら,遺構面 1面 のみを想定 していた。これは,前述のとお り

S区 については試掘調査が行 えなかったことと,第 1次調査で確認 した旧河道が S区へ続いていることが予

想で きなかった ためである。 ところが,調査の結果,N区は遺構面が 1面のみだが,S区 では 3面の遺構面

を確認 し,N区 の遺構面がS区の第 2遺 構面 に相当するこ とが明らかになった。そ して, S区第 2遺 構面完

掘後 ,第 3遺構面の調査 に着手 した ところ,旧河道下層部に遺物がまとまって埋蔵 されていることが判明 し

たが ,街路本体事業工程 との関係で調査期間が限られていたことなどから,調査最終段階に トレンチ確認 を

行 った結果 , S区 のほぼ全域が旧河道であることが分かつた。 しか し,堆積土層が不安定な砂 ばか りであっ

たため,北岸の正確な位置は判明 しなかった。

以下は確認 した遺構 。遺物の概要である。

N区では,小区画水田に伴 う畦畔を検出 した。自然科学的な分析 によつて追証 を行 うため ,土壌サ ンプル

を採取 しプラン ト・オパール分析を依頼 した。他には,地震の噴砂痕 と想定される不 明遺構 (SX01～ 08)

を確認 した。

S区 第 1遣構面では,古代～中世の条里地割に伴 う坪界溝 を検出 したほか,近世以降の土坑や ピットを確

認 した。また,噴砂 と考えられる地面の亀裂痕を検出 している。

S区第 2遺構面では,埋没流路 と北岸に沿って大畦畔 を検出 している。大畦畔を構成する土壌層から,遺

存の状態は良 くないが,縄文土器・弥生土器・石器がまとまって出土 している。

S区 第 3遺構面では,旧河道の掘削で,縄文時代 晩期で も突帯文期の遺物がまとまって出土 した。また ,

最下層付近で流木等の木片が集中して認められた。

基本層序 (第 5図 )

①～⑫層までは,微高地上の堆積層,⑬・⑭層は噴砂痕と考えられる。A～ 」層までを旧河道の堆積層と

した。〇-1・ 2層 は黄色系の安定 した砂層で,微高地を構成する堆積層である。ただし,⑦層については

弥生時代以降の地山であるが,C層 に近似した連続する堆積層であり,本来は河川による沖積層と考えられ

る。⑥-1層 は,土壌化しており耕作土層と想定され,N区 では凸状に隆起した箇所を小畦畔として検出し

た。⑥-2屠 は,大 きな凸状の高まりとなる個所で遺物を包含するもので, S区第2遺構面で大畦畔を検出

している。B層 ・③-1・ 2層 は黒～黒褐色土で近似した一連の地積層であり,上下関係から低湿地状の堆

積 (B層 )に 人為的造作 (⑥ -2層 )が加わり,耕作土化 (⑥ -1層 )し たものと考えられる。C層 より下

位は砂質土層であり,旧河道による盛んな堆積作用がうかがえる。縄文土器包含層 (E-1層 ),木片集中

層 (F層 )は ,シ ルト質で,河川の流れがやや滞留する時期を示すものと考えられる。

以下は遺構確認面の概要である。

S区第 1遺構面は④層上面である。N区およびS区第 2遺構面は,⑥ -1・ 2層 上面であり,埋没流路部

分ではA-2層 下面までを掘削した。第3遺構面であるS区旧河道の掘り下げはF層 上部まで行い,南岸で

は河床と考えられる砂礫層を確認できたが,北岸では調査の者Б合上河床まで確認できなかった。
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第 3節 縄文 H寺代晩期の遺構・遺物

1日河道SR01
S区を北西方向に斜めに横断 している。調査

時は,S区の第 2遺構面 を最終面とし,当 流路

を第 1次調査で確認された旧河道 とは別のもの

と考えていた。第 2遺構面完掘時に,流路の下

位 に縄文時代晩期の遺物包含層 (E層 )お よび

木片の集中層 (F層 )が確認されたため,更 な

る掘削を行った。南岸では第 1次調査区に繋が

る河床 (砂礫婿 :H層 )を確認できたが,北岸

では調査の都合上完掘できなかった。このため
,

旧河道全体 を明確にはできなかったが,第 1次

調査およびN区北の平成11年度試掘結果か ら,

S区において大 きく北西に蛇行 し,さ らにN区

の北で北東方向へ蛇行するものと思われる。

さて,掘削にあたっては,C層以下が複雑 な

堆積状況だつため,縄文土器を層位的に認識す

るのは困難であったが,遺物の出土 レベルが木

片集中層 (F層 )の上部であること,暗灰色 シ

ル トおよび砂層の間で発見されることか ら,調

査区東壁土層のE層が遺物包含層 と考 えられ

る。出土した土器片は,赤色顔料や炭化物が付 第

着 してお り,さ らに風化・磨減が少ない良好 な

⌒多
/

o          2.5m

6図 旧河道SR01 F層 流木等出土状況図 (縮尺1/100)

状態であった。最下層部 と考えられるF層 については,流木や木片が集中して見 られたが,記釘作業中の降雨に

より調査区西壁が崩落 し埋没したため,取 り上げ作業は行えなかった。

旧河道SR01E層 出土土器 (第 7～ 16図 ,第 1～ 3表 )

1～ 19は 縄文土器深鉢の口頸部で, 1～ 17の 口縁部には貼付突帯文が見られる。 このうち, 1～ 9。 14・ 16が

頸部を境に口縁部が外傾する屈曲型 と考えられるが,他のものは明確でない。色調は,大半が黒～暗灰黄色 を呈

するが, 6～ 9の ように,にぶい黄色や灰黄色 を呈するものがある。調整は内外面 ともナデ整 形で,接合痕 ・条

痕 を残すものもある。

lは,面取 りした口縁端部から下がり厚い突帯を貼付け,大 きなD形の刻目を施す。口縁部内面には,明瞭な

沈線が施される。また,条痕も見 られることから古相を呈している。 4の内面には,ミ ガキ (黒色研磨)調整が

認められる。 5～ 7の 回縁端部には,上端より刻目が施 される。 8は淡い灰黄色を呈 し,ケ ズリ調整の後,回頸

部 をナデにより仕上げている。外面顕体部境,内面口頸部境上に各々沈線が認められ,頸部外面には 2× 3条を

単位とする斜行沈線文が施 される。 9はにぶい黄色を呈 し,頚部外面に縦方向の多条沈線文が施され,日 縁端部

か らやや下がる位置に突帯の貼付け痕が残 る。10～ 12は ,突帯を回縁端部に近接 して貼付け,大 きなD形の刻 目

を施す もので,10・ ■の胎土には,金雲母が目立つ。14,15は 小形のもので,15は器形が砲弾型 となる可能性

がある。16は ,口径40cmを超える大形品に復元できる。日顕部は大 きく外傾し,外面には横方向の強いナデが認

め られる。断面三角形の突帯は,やや下がつた位置に貝占り付けられている。18'19は 口縁部が無文のものである。

18は ,器形より浅鉢 もしくは大形この回縁部とも考えられるが,器面が他と同様に粗製であることから深鉢 とし

た。口縁部の外面には,内傾接合によると思われる低い段と沈線が見られる。19は ,口縁部力沙卜反 し端部に刻 目

を施す。頸部は条痕状のケズ リ調整が見 られ,突帯文期以前からの形態を引き継 ぐ。他の遺物に比べ磨減・風化

の度合いが大きい。

20～ 25は ,縄文土器深鉢等の頸体部である。

20は,頸体部境に刻目突帯文が施 され,二条突帯を有する深鉢 と考えられる。21～ 23は,外面の顎体部境付近に

沈線を施す。21は 金雲母を多く含み,体部の外面には20と 同様 にケズリ調整が見 られる。24・ 25は 体部直径が
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50 cm以上 となる大形品である。25は ,38の 浅鉢 に近接 して出土 しているため,土器棺の可能性が考えられる。24

は外面頸体部境にやや弱い沈線を施 している。体部外面に研磨もしくは丹念なナデの調整痕が見 られることか ら

重形として図化 した①25は外面 を粗いケズリ,内面を板状工具によリナデもしくは研磨 されており,器壁は薄 く

仕上げられている。

26～ 32は ,縄文土器深鉢等の口縁部である。

26は 口径力Ⅵ さヽいもので,重形になる可能性がある。27は波状の口縁部で,頂部には日縁部の上端 より刻 目が

3ヶ所見られ,内面には段状 となる沈線が施される。28は 口縁都上端に刻日,頸部に斜行沈線文が施 される。30

は幅広の突帯 に大 きな刻 目が施されるが,断面の形状からすれば砲弾型,あ るいは他と異なる屈曲型 になると思

われる。31は 内面 に沈線が施され,日縁が内傾する屈曲型 と考えられる。321ま 口縁力W皮状形 と考えられるもので,

突帯も湾曲して只占り付けられているようである。頸部には刻 目を施した際の工具痕と条痕が見 られる。

33は 縄文土器小片で,磨減著しいが,外面には沈線施文以前に縄文が施されている。後期の所産 と考えられ

る。

34～ 58は ,縄文土器浅鉢である。34・ 35・ 38・ 47～ 51・ 56～ 58に 赤色顔料が付着する。

34～ 43は 口縁から顎部にかけて内傾し,口 縁が外反するもの。341ま ,外面頚体境付近に施された 2条 の沈線に

赤色顔料が付着する。また,口 頸部境では器壁 が厚 くなるが,内面の段状となる沈線部分 とその外面 に赤色顔料

が僅かに見 られる。外面を黒色引磨,内面をナデにより仕上げる。35～ 37は 厚い器壁で,内外の器面は黒色 に研

磨 される。36の 体部外面は,荒い研磨 (ケ ズリ)調整となっている。37・ 38は 波状 口縁 となるもので,復元口径

より4ヶ所の頂部 をもつ ものと考えられる。頂部には3ケ 所の刻目が施されている。38は 器壁が薄 く,内タト面を

黒色に研磨 されている。刻 目・沈線部に赤色顔料が認められる。39～ 42は器壁 の薄い もので,色調および器面の

研磨状態がほぼ同一である。また,口 頚部内面 には沈線が見 られない。431ま 口縁部の外反の度合いが少な く,ほ

ぼ直立 して復元 される。内外面に煤が付着している。

44～ 56は ,顕体部で一旦屈曲し,口 頚部が外反するもの。44～ 46・ 521ま ,突帯文期以前 よりみ られる形態で,

口縁端部を摘み上げるもの(型),内面を肥厚させるもの(45),そ のまま外反するもの(52)がある。47～ 51・ 561ま ,

口頸部が短めに外反 し波状の口縁を有する。外面口顎部をナデ,体部を荒い研磨,内面は黒色磨研によって調整

されている。47は ,復元口径より頂部が12ヶ 所と想定 され,類例として津島岡山大学遺跡のものと同法量・形態

に復元 される。50は 口縁頂部に沈線が施 され,赤色顔料が付着している。また外面頸体部境にも赤色顔料が付着

している。531よ 頚体部境の屈曲力ヽ まとんどな く,外面に小さな段,内面に沈線が見られる。外面は,口頸部がナ

デ,体部が丹念なナデか研磨,内面は黒色研磨が施される。浅鉢としたが,器形が直立する鉢形の土器 とも考え

られる。54は ,小形のもので,残存する上端部か らすれば口縁部は外反 もしくは直立するものと思われる。57は

精製の浅鉢である。581よ ,その同一個体 と考えられる。頸部は内傾 し,口縁部は緩やかにタト反する。器面は丹念

な研磨・ミガキ調整が見 られ,上面に赤色顔料が付着している。外面の赤色顔料付着部分が月期犬に見 られ,漆 を

使用していると考えられる。

59～ 64は重形土器。

59は ,57と 同様 に赤色顔料が付着した精製の土器で,この形態を呈する。60は 頚部が内傾し口縁部が短 く外反

するもので,浅鉢の変容系 と考えられる。角閃石が目立つ精緻な胎土を用い,丁寧なナデにより仕上げる。日頚

部境には,焼成後 と考えられる穿孔が 1ケ 所見 られる。61は ,内傾する頸部から短い口縁部にやや大きく外反す

る。器面は黒色研磨で,頸部外面を縦方向,日縁部内面を横方向に研磨されている。62・ 63は壺の頸体部。62は ,

顎部外面を縦方向,体部を横方向に研磨されている。64は やや粗製のもので,外面の研磨は散浸であ り,内面に

は接合痕が明瞭に残る。

65～ 731ま椀形の浅鉢である。

65～ 68は 口径の大 きな浅鉢である。66～ 68の 回縁部内面には沈線が施され,67に は赤色顔料が付着する。器

面調整は,65～67が 内外 とも黒色研磨である①681よ 外面 に煤が吸着 している。69～ 70は 椀形の もの。69の 外面

には元来全面に塗 られていたと思われる赤色顔料が散在 して付着 している。70は 灰黄～にぶい責色を呈する精製

の ものである。71は 波状口縁を有する精製品で,小形の椀と考えられる。72・ 73は 粗製の椀形である。74は ,大

形の粗製鉢である。外面に条痕状 のケズ リ調整を行い,口縁部 をなでて仕上げる。内面は板状工具によりなでて

いるが,接合痕 を残す。75,76は ,74と ほぼ同形と思われる口縁部片である。77～ 81は 底部である。78～ 80は

外面を荒い研磨 ,内面を黒色に研磨されてお り,36・ 39・ 47等 のような浅鉢の底部 と考えられる。
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第 7図  SR01E層 出土土器実測図① (縮尺1/3)
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第 8図  SR01E層 出土土器実測図② (縮尺1/3)
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第 1表  SR01E層 出土土器観察表①

0                  10cm

番
=

器 種 形態。手法の特徴 色調 胎 土

1 儒文土器 深34
外面 :煤付着,条痕,ナデ

内面 :条痕,ナデ.指おさえ,日縁部沈線1条

面

面

外

内
N2/0黒色～25Y5/2暗 灰黄色
5Y5/1灰 色～N2/0黒色

2m以下の長石、石英
を含む

2 縄文土器 深釧
卜面 :媒付着,ナデ

村面 :ナデ,接合痕

外面:25Y5/2暗灰黄色

内面 :25Y5/2暗灰黄色

3al以 下の長石,石英 ,

ゆ暑の谷空母歩合,,

3 縄文上器 深釧 (63) 十面:ナデ
勺面,ナデ・黒斑

外面■llYR7/21こ ボい黄橙色～25Y6/2灰 黄t
内面 125Y5/2暗灰黄色～N2/0黒色

JDu l以 下の長石,少量
D雲母,角 閃石を含む

4 縄文土器 深倒 i50)
朴面 :煤付着,ナデ

勺面 :ミガキ,(黒色研磨 )

外面:N2/0黒 色～25Y5/2暗 灰黄色
内面:5Y5/2灰オリーブ色～7 5YR2/1黒 色

aldal以 下の長石,石英
を少量含む

5 縄文土器 深叡 牛面!煤付着,ナデ,日 縁端部:亥1目

勺面:ナデ
外面:N2/0黒色

内面 :25Y5/2暗灰黄色

24un以 下の長石,石英
と少量含む

6 縄文土器 深叡
外面:ナデ,日 縁端都!刻 目
内面:ナデ

朴面:25Y6/2灰黄色

勺面 125Y6/2灰黄色

211以 下の長石、石英
と含む

7 隠文土器 深タ 108, 朴面 :ナデ,口 縁端部 :刻 目,頸体部 :媒付着
内面 !ナデ 頸体部境 :指 おさえ

外面:N2/0黒色～25Y6/3に ぶい黄色

内面 !25Y6/3にぶい黄色

21ul以 下の長石を少量

含む

縄文土器 深a4 130)
卜面:口 縁部:接合痕,頸部:ケズリ後ナデ,斜行沈線文,頸体部境:沈線1条、
▲都:煤付着,ケズリ内面:口 縁部:沈線1条 ,日 頸部:ナデ,体部:ケズリ,接合示

面

面

外
内

25Y7/2灰 黄色
5Y6/2灰 オリーブ色

3nt以 下の長石,石英
を含む

縄文土器 深釧 366 ■面:綻方向多条沈線文,ナデ
芍面:ナデ 繕合痕 黒斑

外面 !25Ⅵ /3にぶい黄色

内面:25Y5/2R音灰黄色～N2/0黒色

21wl以 下の長石 ,角 閃

石を少量含む

縄文土器 深制 (8づ 朴面:煤付着,ナデ
蒋面:ナデ,接合痕

面

面

25Y7/2灰 黄色～N2/0黒色

10Y2/1黒 色

2m以 下の長石,石英 ,

金雲母を含む

健文土器 深留 牛面 :煤付着,ナデ

勺面 :ナデ,接合痕

牛面:N2/0黒色～25Y6/2灰 黄色
面ヽ■OY2/1黒 色

2111以 下の長石,石英 ,

金雲母を含む

縄文土器 深叡 外面 :煤付着,ナデ

内面 :媒付着.ナデ

外面 IN2/0黒色

内面 :N2/0黒 色

21u l以 下の長石を少量

雪む

縄文上器 深叡
外面 :煤付着,ナデ

内面 :煤付着,ナデ

面

面

外

内
N2/0黒色～25Y72灰黄色
25Y5/2滞 灰首色～N2/0黒色

3Du以下の長石,石英
歩全 〕●

縄文土器 深aH
着付

デ

煤

ナ

面

面

外

内
外面 :N2/0黒 色

内面 :25Y3/1黒褐色

21ul以 下の長石を少量

含む

縄文土器 深叡
一ア
いア

ナ

ナ

着

着

付

付

煤

煤

面

面
外面:N2/0黒色

内面:N2/0黒 色
3m以下の長石を含む

縄文土器 深釧 (56)
■面:強いナデ
芍雨:ナデ 指おさえ

面

面

外

内
N2/0黒色～25Y6/2灰 黄色
N2/0黒色

21tu以下の長石、石英
と少量含む

17 縄文上器 深9 外面 :ナデ

内面 :ナデ ,接合痕

面

面

25Y4/1黄 灰色～N2/0黒色

N2/0黒色

どDI以下の長石,石英 ,

チ量の今雲母″含すo

縄文土器 深叡
外面 :ナデ,日 縁部 :接合痕

内面 :ナデ,接合痕

牛面 :N2/O黒色

勺面 :25Y3/1黒褐色～ 5/2R音灰黄色

3aI以下の長石,石央
を含む

縄文土器 深釧
牛面 :ケズリ(条痕),接合痕,摩滅,口 縁端都 :刻 目

勺面 :磨滅

外面■llYR7/2に ポい黄橙色～N2/0黒色

内面 :25Y7/2灰黄色～N2/0黒色

2Hu以 下の長石,石英
を含む

縄文土器 深鉢

体部
348 (64) ■面 :頸部 :ナデ,体部 :煤付着,ケズ),頸体部境 :貝占付突帯

勺面 :ナデ

面

面

外

内
26Y5/2暗 灰黄色～75V2/1黒 色
25Y5/2陪 灰首色

3噸以下の長石,石英
を少量含む

亀文土器 深割

体部
朴面 :煤付着,頸部 :ナデ,体部 :ケズリ,顕体部境 :沈線1条

村面 :ナデ

外面 :25Y6/3にがい黄色～N2/0黒色

内面 :25Y3/1黒褐色

2Hua以 下の長石,石英 ,

金雲母を含む

健文土器 深図

体部
240 牛面:煤付着,ナデ,頸体都境:沈線1条

勺面:ナデ,接合痕
牛面:N2/0黒色～25Y5/2暗 灰黄色
ヽ市 ,ハvБ /9講 匝 苦 れ ～ μ l苦 庁 魯

2Hu以 下の長石 ,石英
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第16図 SR01E層 出土土器実測図⑩ (縮尺1/3)

SR01E層 出上土器観察表②

番 捐 器種 形態 。手法の特徴 色 調 月台土

縄文土器 深鉢

体部
(64)

外面:煤付着,ナデ,頸体部境:沈線1条

内面:ナデ
外面 :N2/0黒色

内面 !25Y3/1黒褐色

2Dul以 下の長石,石英
を含む

蛯文土器 亜 ?
本部 132) 外面 :煤付着,頸都 :ナデ,体部 :細かいナデ

内面 :ナデ,頸体部境 :指 おさえ

外面:N2/0黒色

内面 :25Y7/2灰黄色～5/2暗灰黄色

311El以 下の長石,石英

を含む

深器

部

上

体

文

？

縄

鉢 552
面

面

外

内
ケズリ(条痕)

ナデ

面

面

外

均
N2/0黒色～25Y6/3に ぶい黄色

7 5YR2/1黒 色

311以 下の長石,石英 ,

少量の金雲母を含む

縄文土器 深鉢 面

面
煤付着
ナデ

■面:N2/0黒色
勺面〔25Y3/1黒 褐色

311u l以 下の長石を少量

含む

縄文土器 深

鉢?
面

面

ナデ,煤付着,波状 日縁頂部に3カ所の刻 目

ナデ ロ縁都沈線1条

朴面:N2/0黒色
Å而 !75Y2/1黒魯

lDI以 下の長石,石英込

少量含む

隠文土器 深鉢 (53)
外面 :ナデ,日 縁端部 :刻 目,頸部 :斜行沈線文

内面 :ナデ,接合痕,黒斑

外面 25Y2/1黒 色

内面 :25Y7/1灰黄色～2/1黒色

21t t以 下の長石,石英
を含む

健文土器 深倒
外面:煤付着,ナデ
Å而:ナデ

外面 N2/0黒色～25Y5/2Π 音灰黄色

内面 :25Y5/2H旨 灰黄色

21 ol以 下の長石,石英
を少量含む

縄文土器 深留 (38)
面ヽ :煤付着,ナデ,接合痕

勺面 :ナデ

画

面

外

内
N2/0黒色
25Y3/1黒 褐色

歩Iul以下の長石,石英

と含む

縄文土器 深留 40) 卜面 :煤付着,ナデ
面ヽ :口 縁部 :流線1条 ナデ 棲合痕

外面 :25Y4/1黄灰色

内面 :25Y5/2暗灰黄色

歩II El以 下の長石,石英

哲含む

縄文土器 深鉢
皮状口縁,外面:日 頸部:ナデ,頸部II具痕,体部:条痕
勺面:ナデ

外面 :25Y5/2R音 灰黄色

内面 :25Y3/1黒褐色

211以 下の長石 ,少 量

の雲母 ,角 閃石を含む

縄文上器片
外面 :沈線,縄文

内面 :磨滅

外面 :25Y6/2灰黄色

内面:5Y3/1オリーブ黒色

2Hul以 下の長石,石英
を含む

縄文土器 浅割
外面 :口 頸部境 :赤 色顔料付着,頸都 :ミガキ(黒色研磨),頸体部境 :沈線2条

,

赤色顔料付着 内面 :口 頸部境 :沈線に赤色顔料付着1ナデ,条痕,接合痕

外面 :25Y3/1黒褐色 顔料色 75R4/6赤 色

る面 75Y2/1黒 魯～25Y5/2H音灰嵩色

2DI以 下の長石,石英

を少量含む

縄文土器 浅鉢
外面 1口 縁部 :ナデ,頸部 :ミガキ(黒色研磨),日 頸部境 弱�ヽ沈線 (段状)

内面 :ミガキ(黒色研磨),日 頸都境 :沈線,赤色顔料伺着

外面:N2/0黒色

内面:N2/0黒 色 顔料色 :75R4/6赤色

211t以 下の長石,石英
を少量含む

縄文上器 浅鍼
卜面 :日 縁都 :ナデ,頸部 :ミ ガキ (黒色研磨),体部 :荒いミガキ (黒色研磨)日 頸

手[策体部埼 :弱い沈繰 (段状)内面 :ミガキ(黒色研磨),日 頸部境 :沈線

卜面 :N2/0黒色～25Y3/1黒 褐色

勺面 :N2/0黒色

2D ll以 下の長石,石英
を含む

健文土器 浅鉢 195)
朴面 :ミガキ(黒色研磨),日 頸部,頸体都境 :沈線,波状口縁頂部に刻 目3カ 所

勺面 :ミガキ(黒色研磨),日 頸部境 :沈線
朴面:5Y2/1黒色～25Y4/1黄 灰色

村面:5Y2/1黒色～25Y4/1黄 灰色

やや密,lHIIl以下の長
石,石英を少量含む

縄文土器 浅倒 (97)
外面〔ミガキ(黒色研磨),日 頸都,頸体都境沈線及び波状日縁頂部刻 目3カ 所

に赤色顔料付着 内面 ミガキ(黒色研磨),口 顕部境沈線に赤色顔料付着
外面:5Y2/1黒色～25Y6/2灰 策色

内面:5Y2/1黒色  顔料色 :75R4/6赤色

やや密,lDul以 下の長

石,石英を少量含む

縄文土器 浅制 (90)
外面 :日 頸部 :ミガキ(やや弱い黒色研磨),顎体部境 :沈線,体部 :荒い研磨

内面 :ミガキ(やや弱い黒色研磨)

外面15Y2/1黒色～25Y6/2灰 黄色

内面:5Y2/1黒色～25Y6/2反 黄色

lcu l以 下の長石を少量

含む

縄文土器 浅争
1面 :ミガキ(やや弱い黒色研磨),日 頸部境 :弱 い沈線

勺面 :ミガキ (やや弱い黒色研磨)

面

面

外

内
5V2/1黒 色～5Y6/2灰 オリーブ色
5Y2/1黒 色～5Y6/2灰 オリーブ色

21ul以 下の長石,石英
を少量含む

縄文土器 浅叡
キ

キ

ガ

ガ

面

面
やや弱い黒色研磨),頸体部境 :沈線

やや弱い黒色研磨)

面

而

外

丙
5Y2/1黒 色～25Y6/2灰 黄色
5Y2/1黒 存～25Y6/2灰 責色

1硼以下の長石を少量

含む

儡文土器 浅釧 800 (83)
面

面

外

内
ミガキ
ミガキ

やや弱い黒色研磨),頌体部境:弱い沈線,体部:荒い研磨
やや弱い黒色研磨)

外面 5Y2/1黒 色～25Y5/2H音灰黄色

内面:5Y2/1黒色～5Y3/2灰 オリーブ黒色

III以 下の長石を少握

含む

縄文土器 浅ヨ 292 外面 :煤付着,頸体部境 :沈線
内面 :僕付着 口頸部境 :沈繰

外面 :N2/0黒色

内面 :N2/0黒色

llall以下の長石を少量

含む

縄文土器 浅鉢 292 (24)
外面 :ミガキ(黒色研磨)

内面 :ミガキ(黒色研磨 )

外面 :25Y2/1黒色～6/2暗灰黄色

内面 25V2/1黒 色

lHu以 下の長石を少量

含む

鴬文土器 浅馘
外面 :ナデ ,ミガキ

丙雨 :ミ ガキ ロ緻部 :RE厚 沈繰 1条

面

面

外

内
5Y4/1灰 色～25Y5/21音灰黄色

5Y4/1灰 色～3/1オ リーブ黒色

lII以下の長石,石央
を含む

隠文上器 浅釧

体部 確
２７２

面

面

ミガキ (黒色研磨 )

ミガキ (黒色研磨 )

面

而

5Y2/1黒 色
N2/0黒 角

lHul以 下の長石を少量

含む

第 2表
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器 種 形態・手法の特徴 色 調 胎土

縄文土器 浅国 ■面 :日 頸部 :ナデ,体部 :荒いミガキ(黒色研磨)

句面 :ミガキ (黒色研磨),日 頸部境,頸体部境に沈線,赤色顔料付着

外面:N2/O黒 色～25V5/2暗灰黄色 内面 :

N2/0黒色,顔料色:75R4/6赤色
やや密,laul以 下の長
石を少量含む

隠文土器 浅目
卜面 :日 頸部 :ナデ,体部 :荒いミガキ(黒色研磨)

句面 :ミ ガキ (黒色研磨),日 頸部境の沈線と体部に赤色顔料付着

外面:N2/0黒 色 内面 :夕 5YR5/1黄灰色～2/1

黒色,顔料色■OR5/6赤 色

lmar以 下の長石を少量

含む

健文土器 浅割
卜面 :口 頸部 :ナデ,体部 :荒 いミガキ (黒色研磨 )

村面 :ミガキ(黒色研磨),日 頸部境,頸体部境に沈線,赤色顔料付着
外面 :25Y3/1黒褐色～2/1黒色

内面 125Y2/1黒色,顔料色 :75R4/6赤色

lDu l以 下の長石を少量

含む

縄文土器 浅鉢
牛面:口 頸部境,頸体部境に沈線,赤色顔料付着,ナデ,煤付着
勺面:ナデ,黒斑

外面 125Y3/1黒褐色
内面 :25Y5/1黄灰色,顔料色 :75R4/6赤色

lD l以下の長石を少量

含む

健文土器 浅鉢
朴面 :口 頸部 :ナデ,体部 :荒いミガキ(黒色研磨 )

勺面 :ミガキ(黒色研磨),口 頸部境,頸体部境に沈線,赤色顔料付着

外面 :25Y3/1黒褐色

内面 :25Y3/1黒褐色,顔料色 :75R4/6赤色

Jalal以 下の長石,石英
と含む

縄文土器 浅銘
面

面

ミガキ(黒色研磨 )

ミガキ(黒色研磨 )

外面:N2/0黒 色～25Y5/2暗 灰黄色
内面:5Y2/1黒 色

Jm以 下の長石,石英 ,

名閃石を少量含む

縄文土器 鉢
面

面

口頸部:ナ デ,煤付着,体部:紳かいナデあるいは黒色研磨
ミガキ(黒色研磨),日 頸部,頸体都境:沈線

面

面

外
内

N2/0黒色
25Y2/1黒 色～4/1黄灰色

lH al以 下の長石 ,長 石

と少量含む

陣 X工 需 浸 露

体部片
i27)

朴面 :ミ ガキ

勺面 :ミ ガキ
外面 :25Y5/1黄灰色

内面:5Y4/1灰 色

やや密,ll l以 下の長
石を少量含む

縄文土器 浅鉢

体部片
(48)

外面 :ミ ガキ

内面 :ミ ガキ  穿 7し 1カ 所

面

面

外

内
5Y5/1灰 色～25Y7/8浅 黄色
25Y5/1黄 灰色～6/3に ぶい黄色

F,石英 ,雲母を少量

縄文土器 浅針 外面 :日
ttR部 :ナデ,体都 :荒いミガキ(黒色研磨)

内面 :ミ ガキ (黒色研磨),日 頸部境の沈線と体部に赤色顔料付着

朴面!N2/0黒 色～25Y3/1黒 褐色
勺面 :25Y3/1黒褐色,顔料色 :75R4/6赤色

やや密,lII以下の長
百を少量含む

電文土器 浅鉢 を15 外面 :ミガキ

内面 :ミ ガキ

黒色研磨),赤色顔料付着
黒色研磨),赤色顔料付着

勺,外面 :75Y3/1オリーブ黒色～1012/1黒 色
頂料色 :外 :2 5YR4/6赤褐色,内 ■OY4/6赤 色

やや密,lHul以 下の長
F「を少量含む

建文土器 浅鉢
外面 :ミガキ(黒色研磨),赤色顔料付着
内面 :ミガキ(黒色研磨),赤色顔料付着

句,外面 i75Y3/1オリーブ黒色～10Y2/1黒 色

興料色 :外 :2 5YR4/6赤褐色,内 ■OV4/6赤 色

やや密,llum以 下の長
石を少量含む

島文上器 壺 127 (17)
面

面

ミガキ
ミガキ

黒色研磨),赤色顔料付着
黒色研磨),赤色顔料付着

勺,外面■OY2/1黒 色

褒料色 :外 :2 5YR4/6赤褐色,内 ■OY4/6赤 色

やや密,lm以 下の長
石を少量含む

隠文土器 壺
面

面

一
ア

い
ア

ナ

ナ 指おさえ,接合痕   日頸都境 :穿 孔1カ 所

外面 125Y6/2灰黄色
内面:5Y6/2灰 オリーブ色

やや密,雲母,角 閃石
を少量含む

鶴文上器 壷 (32) 牛面 :口 縁部 :ナデ,頸部 :縦方向ミガキ(黒色研磨 )

付面 :口 縁都 :ミガキ (黒色研磨),頸部 :ナデ,接合痕

面

面

外

内
25Y3/1黒 褐色～N2/0黒色
25Y3/1黒 褐色～N2/0黒色

やや密,lm以 下の長
石,石英を少量含む

一亜器

片

上

部

文

体

鶴
朧
２３０

110) 1面 :頸部 :縦方向ミガキ (黒色研磨),体部 :横方向ミガキ (やや弱い黒色研磨)

村面 :ナデ,指おさえ
外面 :25Y5/1黄灰色～N2/0黒色
内面 :25Y4/3オリーブ褐色

やや密,llul以 下の長
石を少量含む

亜器

片

上

部

文

体

健 確
幽

1面 :横方向ミガキ (やや弱い黒色研磨)

勺面 !ナデ

面

面

外

内
25Y5/2暗 灰貢色
25Y3/1黒 褐色

lm以 下の長石を少量

含む

隠文土器 壺 卜面:ナデ,荒いミガキ
句面:ナデ,指おさえ,接合痕,黒斑

外面 :25Y3/1黒褐色～ 5/1黄灰色
内面 :25Y7/2灰黄色～3/1黒褐色

4dd以 下の長石,石英 ,

少量の角閃石を含む

縄文土器 浅割 (35)
面

面

ミガキ (弱い黒色研磨),接合痕
ミガキ (弱い黒色研磨 )

面

面

外

内
25Y5/1黄 灰色～N2/0黒色
25Y4/1黄 灰色～25Y6/2灰 黄色

やや密,lmn以下の長
石を少量含む

儒文土器 浅タ 31 2 牛面 :ミガキ(黒色研磨 )

勺面 :ミガキ(黒色研磨),口 縁部 i沈線
外面:5Y6/1灰 色～N2/0黒色
内面:5Y2/1黒色～N2/O黒色

lEul以 下の長石を少量

含む

鳥文土器 浅鉢
牛面 :ミガキ (黒色研磨)

A面 :ミガキ (黒色研磨),日 縁都沈線に赤色顔料付着

外面:N2/0黒 色 内面:5Y2/1黒色～N2/0黒

色 顔料色■OR4/6赤 色

lm以下の長石,金雲
母,角 閃石を少量含む

電文土器 浅鉢 小面 :磨滅,ナデ,接合痕,炭素吸着
勺面 :磨滅,ナデ

卜面!N2/0黒 色～25Y5/2暗 灰黄色
勺面 :25Y4/1黄灰色

2Hl以 下の長石,雲母 ,

角閃石を含む

電文土器 鉢 120 小面 :ミガキ(黒色研磨),赤色顔料付着
勺面 :磨滅,接合痕

面

面

25Y3/1黒 褐色～N2/0黒色
25Y3/1黒 褐色 顔料色■OR5/6赤 色

やや密,lIE以下の長
石を少量含む

健文土器 鉢 外面 :ミ ガキ

内面 :ミ ガキ

小面 :25Y6/2灰黄色～4/1黄灰色
勺面 125Y6/3にぶい黄色～6/2灰黄色

lm以下の長石,石英 ,

雲母,角 閃石を含む

儒文土器 鉢
外面 :ミガキ(黒色研磨 )

内面 :ミ ガキ (黒色研磨 )

小面:N2/0黒 色～25望 /1黄灰色
芍面:N2/0黒 色

やや密,lII以 下の長
石を少量含む

縄文土器 鉢 外面 :ナデ,ケズリ
内面 :ナデ

朴面 :25Y6/3にぶい黄色
勺面 :25Y6/3にぶい黄色～5/2暗灰黄色

ll al以下の長石を少量

含む

縄文土器 鉢
面

面

外

勺
ナデ,ケズリ
ナデ

外面 :25Y5/2暗灰黄色

内面 :25Y5/2暗灰黄色
lm以下の長石を含む

縄文土器 鉢
卜面 :日 縁部 :煤付着,ナデ,体部 :ケズリ(条痕)

勺面 :日 縁部 :ナデ,指おさえ,体部 :煤付着,板状工具によるナデ

外面 :25Y5/4にぶい黄色～N2/0黒色
内面 :25Y5/2Π 音灰黄色～25Y4/1黄 灰色

5all以 下の長石を含む

縄文土器 鉢 51) ■面:媒付着,日 縁部:ナデ,体部:ケズリ
勺面:ナデ

外面:N2/0黒色

内面 :25Y5/2暗灰黄色～25Y4/1黄 灰色

3Ha以下の長石,石英
を含む

縄文土器 鉢 ■面:煤付着,口 縁部:ナデ,体都:ケズヅ
対面:ナデ,接合痕

外面IN2/0黒 色

内面 :25Y5/2暗灰黄色～25Y3/1黒 褐色

3Du以下の長石,石英
を含む

蠅文土器 底部
面

面

ケズリ～ミガキ (荒い黒色研磨 )

煤付着

面

面

外

内
N2/0黒色～25Y6/1黄 灰色
N2/0黒色

2E l以 下の長石,石英
を含む

健文土器 底封
面

面

外

内
ケズリ～ミガキ (荒い黒色研磨 )

ミガキ傑 色絣磨)

外面 :25Y3/1黒禍色 21t以 下の長石,石英
を少量含む

馬文上器 底笥 (34)
外面 :ケズリ～ミガキ (荒い黒色研磨)

内面 :ミガキ(黒色研磨)

外面 :25Y6/31こ ぶい責色 ～5/1黄灰色 2D l以 下の長石,石英
歩か暑合わ

健文土器 底封 (30)
卜面 :ク ズリ～ミガキ (荒 い黒色研磨 )

勺面 :ミ ガキ (黒色研磨)

外面:5Y3/1オリーブ黒色～25Y731こ ぶい黄
色 内面:N2/0黒 色

lalal以下の長石を少量

含む

縄文土器 底封 (41)
村面 :煤付着.ナデ

朴面 :25Y4/1貢灰色～ 10YR6/3に ぶい貢橙径

勺面 :25Y4/1黄灰色～N2/0黒 色

211以 下の長石 ,長石 ,

少量の角閃石を含む

第 3表  SR01E層 出土土器観察表③
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旧河道 SR01E層 出土石器 (第 17～ 20図 ,第 4表 )

Slは ,結晶片岩製の石棒 で,横断面 はやや偏平 な楕円形である。S2は磨 石である。S3は石錘で,両
端部に窪み状の切 目がある。

S4～ S141よ ,打製石斧 または石鍬である。

S4は大形の打製石斧で,先端部が欠損 したもの。基部の先端 には, 自然面が残 る。両側縁部に敲打痕が

見 られるが ,片側 は快 り状 とな り,そ の上面に弱い磨滅が見 られる。 S5は やや小形の完形品で,基部先端

が切断され形状が台形 となっている。両側縁部は潰されるが ,背面の左側面に自然面が一部残 り,敲打痕が

顕著に見 られる。先端部は両面 に剥離痕が見 られ,磨耗 した刃部 を再生 したもの と考えられる。S7の先端

部片 もS6同様 と考えられ る。S8も 完形品で,両面の刃部先端付 近が磨減 しているが ,腹面側 は線条痕 を

伴い磨減が著 しい。

S9は ,S6同様の形態をもつ もので,S10と 接合す る。S9+S10の 背面側 は,ほ ぼ一面 に自然面を残 す

が,S10先端部の剥離痕が磨減 していることか ら,S9よ リー回 り大 きな石鍬であつたと考えられる。S101ま ,

背面の左側面からほぼ石の目に沿って剥離 されている。この剥離後 もS9の刃部に線条痕・磨滅痕が両面に

見 られるこ とか ら,石鍬 として使用 されてお り,本遺跡近辺 で使用 と破棄が行 われたと考えられ る。S8も
先端部が磨減 ,腹面に大 きな左方向か らの剥離痕が見 られることか ら,S10と 同様の刃部再生片 と考えられ

る。

Sll～ S14は ,形態か ら打製石斧の基部 と考えたが,S14は 薄手 で箆状の形をするもので,側縁部 か ら裁

断されている。S15は 楔形石 器である。S16は元来,打製石斧 の基部 と考えられ るが,片方の側縁が裁断さ

れ,ま たその面が打面 として敲打 されている。

S17・ 18は スクレイパ ーである。S18は ,刃部 と上端部 の両面に調整痕が見 られ,打製石斧の転用品と考

えられる。S19は大形の横長剥片で,背面に自然面 と横長及び維長の剥離痕が認められる。縁部には微細 な

剥離が一部見 られる。S20は 縦長のサイ ドスクレイパーで ,背面ほぼ一面 に自然面 を残 し,縁部両面 に連続

した調整痕が認められる。

第 4表  SR01E層 出土石器観察表

番 号 器 種 長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g) 材 質 席考

石棒 263 約 1,620 倍晶片岩 基部欠損。横断面 :偏 平。

磨 石 80 37 砂岩 則面部が磨滅。

石 錘 火山岩 ? 五端部に切 目。

打製石斧
基部

86 4752 ナヌカイト 基部 :自 然面を表す ,先端部 〔折れ ,側縁部 :挟り,上面に弱
ぃ磨好ト

打製石斧 1189 /・ ヌカイト 刃部先端が狭り状に剥離。先端部 :折損。

打製石斧 133 21 ナヌカイト 花端部 :線条痕・磨耗

瞬榊
57 15 673 ナヌカイト 泉条痕・磨耗

打製石斧
牛錦剤 51 先ヌカイト 泉条痕・磨耗,刃都再生剥片 ?

打製石斧 110 16 994 身ヌカイト 10と接合。先端部 :線 条痕・磨耗 ,基部 :自 然面を残す。

打製石斧
刃部

07 345 方ヌカイト 9と接合,刃部再生剥片。背面 :自 然面を残す,磨耗。

打 製 石 斧
其 凱

"ヌ

カイト 自然面を残す,先端部 :折損。

S12 打製石斧
基 報

74 15 550 けヌカイト 先端部 :折損。

打製石斧
基執 135 身ヌカイト 先端部 :折損。

打製石斧

基部 ? 10 サヌカイト 薄手,自 然面を残す,先端部 :裁断

楔形石器 15 サヌカイト 自然面を残す。

楔形石器 64 サヌカイト 裁LIr面 に敲打痕あり。

スクレイパー 06 サヌカイト Rl縁 部 :自 然面を残す。

スクレインミー 112 67 16 1476 サヌカイト 両側縁部 :折損,打製石斧から転用 ?

横長剥片 125 12 サヌカイト 背面 :自 然面を残す,縦,横方向の剥離痕。

S20 スクレイパー 152 42 03 647 サヌカイト 従長剥片,縁部に微細な剥離痕,背面 :自 然面を残す。
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E層 出土石器実測図①
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第 4節 縄文時代晩劇末～弥■時代の遺構 。遺物

大畦畔 (第 21・ 22図 )

S区第 2遺構面,流路の北岸 に沿って検出された南北方向の畦畔である。幅0,7m前後の帯状に検出 したもので ,

比較的規模の大 きい ものである。検出レベルは標高5,56～ 5,65mで ,地形に沿って東側が低い。この畦畔は,湿
地状のお積層であるB層上部に見 られ,耕作土層とした⑥-1層 では10cm程度の隆起が認められる。

大畦畔を構成する⑥-2層 は,遺物を多 く包合 し固くしまった堆積層で,調査区の東壁では流路側に傾いてい

る。なお,微高地上の⑥ -1層 や流路埋 LA・ B層 において遺物の出土はほぼ皆無であるのに対し,大畦畔を構成

する⑥ -2層 に遺物が集中する要因は,人が歩きやすいように畦畔を固めるのが目的だった可能性が指摘できる。

さらに,調査時において,畦畔北側に溝の存在を想定 した。これは,大畦畔を築造した時や維持管理時に,溝
さらえの排土を北側から畦畔上に盛ったものと推測したからであるが,溝北側の肩部付近は後世の撹乱等により

遺構面の遺存状態が悪 く,平・断面で溝跡を確認できなかった。

また,後述するN区 で検出した小区画水田の畦畔とは繁がっておらず,そ の土質も若干異なるため, S区の大

畦畔とN区の小畦畔が同時並存 したかは不明である。土層の地積状況から推察すれば,双方に⑤層が被覆してお

り,ま た層序では大畦畔が下位に位置することから,大畦畔に長期的な存続時期が考えられ,大畦畔の存続時期

に小畦畔が存在 した可能性も考えられる。

6-②層出土遺物

遣物はコンテナに2箱程度出土 しているが,風化や磨滅が激しく図化できるものは少ない。土器は河川内堆積

層のD詈 の出土品に比べ,橙色やにぶい黄色を呈するものが多い。突帯文も全体的に小さく,弥生土器も含まれ

ることから縄文時代晩期末～弥生時代前期前葉のものと考えられる。石器は,打製石斧の破損品が目立つのは変

わらないが, これに加え石鏃,石小刀,磨製石斧が見られる。スクレイパーとした S5。 6は ,石庖丁とも考え

られるが明確ではない。

6-②層出上土器 (第23・ 24図 ,第 5表 )

1・ 2は縄文土器深鉢である。 1は橙色を呈するもので,断面蒲鉾形の突帯にD形の刻目が施される。 2はに

ぶい黄橙色 を呈 し,や や細長い突帯に小さな刻目を施す。

3・ 41齢電文土器浅鉢である。いずれも内面に口頸部境,頸体部境に沈線若しくは沈線状の段をもつ。

5は弥生土器重である。橙色を呈し,粗い砂礫を多く含む。

6～ 9は 底部である。 6・ 9は精製のもので縄文土器浅鉢の底部と考えられる。 7は黄橙色を呈する弥生土器

童の底部と考えられ,胎土には粗い砂礫を多 く含む。

10～13は縄文土器深鉢の口縁部である。10は 日縁部に近接 して突帯が貼り付けられ,浅いD形の刻目を施す。

11は 頸部から口縁部へと外反するもので,突帯は下がつた位置に貼付けられており,そ の刻目は小さい。12の 日

縁端部には浅い刻目が施される。13は,内傾する顎部に沈線文が施される。14は , 3・ 4と 同系と考えられる縄

文土器浅鉢の回縁部である。15は 口縁部が波状となるが,胎土に砂礫を多く含み器面が粗製であることから縄文

土器深鉢と考えられる。

16は 弥生土器重の頸部である。横方向の沈線と木葉文が認められる。

6-②層出土石器 (第25'26図 ,第 6表 )

Sl・ 2は ,そ れぞれ凹基,平基無茎の石鏃である。 S3は 4/1ヽ 刀である。

S4～ 6は,ス クレイパーである。 S5は 両側縁部が切断されているが, S6と 同様に刃部・背部に両面から

の剥離痕・調整痕が見られる。 S8は楔形石器である。

S7は ,小形の磨製石斧である。蛇文岩製で,基部の横断面は偏平な楕円形となる。基部先端が欠損している

が,刃部に対して幅の狭いものと推定される。

S9～ S12は ,摩耗が認められる打製石斧の先端部である。S llは ,側縁部からの打撃によって裁断されてい

る。

S13+S14は ,接合資料である。最初に背面の右側縁部であるS13の 左狽1縁部から敲打 した調整がある。腹面

側 を打面とし,S13を 打ち剥が している。背面の左側縁に加工を行った後 ,下部を折損 している。 S13+S14は

石核の可能性もあるが,形態か らS12の ような大形石斧と想定され,石斧の未製品と考えられる。
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第21図  S区第 2面唯畔平面図 (縮尺1洵 00)
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⑩

西壁土層図 ⑫

A‐ 1

B

第22図  S区西壁 。東壁上層図 (縮尺1/40)

① :現耕作土

② :5Y6/4オ リーブ黄色シル ト質極細砂

③ :2.5Y5/2暗灰責色シル ト～シル ト質極細砂

③‐2:2.5Y6/1黄灰色シル ト質極細砂

④ :2.5Y5/3黄褐色シル ト質極綱砂 (Fe沈着)

⑤ :10YR4/1掲灰色極細砂 (Fe沈着)

⑥Ⅲ2:7.5YR 1 7黒 色 シルト質粘土 (か たくしまる遺物包含)

②‐2:10YR5/3に ぶい黄褐色シル ト質細砂

③ :5Y6/4オ リーブ黄色シルト

7 5YR4/2灰褐色シル ト (Fe沈着 )

10YR6/1掲灰色シル ト

2.5Y6/2灰 黄色シル ト～シルト質粘土

:7.5YR4/2灰褐色シル ト～シル ト粘質土

7.5YR2/1黒色シル ト (や や粘質)■⑥‐2
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第24図  S区 6-②層出上土器実測図② (縮尺1/3)

番 号 器種 形態 手法の特徴 色 調 月台土

ユ 縄文土器 深鉢 260 牛面 :磨滅 ,ナデ

勺面 :磨滅

面

面

外

内
7 5YR6/6橙 色
2 5YR5/6明 赤褐色

24ul以 下の長石,石英
を含む

縄文上器 深鉢 272 朴面 :ナデ
勺面 :磨滅

面

面

界

内
10YR6/4に ぶい黄橙色
25Y4/1黄 灰色

2n tl以 下の長石,石英
を少量含む

健文土器 浅飼 ■面 :磨滅 ,ミ ガキ
勺面 :磨滅 .ミ ガキ,日 縁部.頸体都境 :沈線

面

面

外

内
tOY黒 4/2灰黄褐色
10YR5/2灰 黄褐色

31 ol以 下の長石,石英
を少量含む

縄文土器 浅割 牛面 i磨滅,口縁部 :ナデ,体体部 :ミガキ
勺面 :磨滅、ミガキ ロ縁部 頸体蔀埼 :沈線

面

面

外

内
10YR4/2灰黄褐色
10YR4/2灰黄褐色

3Dul以 下の長石,石英
を含む

5 弥生土器 壼 ■面 :磨滅
村面 :磨減

外面:7 5YR6/6橙 色～10YR5/2灰黄褐色
内面■OYR4/1褐灰色

5HI以 下の長石,石英
を含む

6
儒文土器

底部

浅釧
(17) 卜面 :ナデ ,ミ ガキ

付面 :ミ ガキ
牛面 :25Y5/1黄灰色
句面 :25Y6/2灰 責色

3Hu以 下の長石,石英
を少量含む

7
弥生土器 壺

底部
186) 卜面 :磨滅,ナデ

村面 :磨滅,ナデ,指おさえ

面

面

10YR7/4に ぶい黄橙色
7 5YR7/6橙 色

5a l以 下の長石,石英
を含む

縄文土器 底部 (40) 十面 :磨滅,ナデ
付面 :磨滅,工具ナデ

外面:5YR4/8赤 褐色
内面:5YR4/4に ぶい赤褐色

3a n以 下の長石 ,石英
を含む

9
縄文土器 浅鉢

底部
110 (1 7) 卜面 :ナデ

句面 :ミ ガキ (弱 い黒色磨研 )

外面:25Y6/41こぶい黄橙色
内面 :25Y3/1黒褐色

21wl以 下の長石,石英
を少量含む

縄文土器 深鉢 朴面 :ナデ
為面 :ナデ

面
面

外

内
25Y5/3黄 褐色
25V4/2暗 灰黄褐色

″Hu l以 下の長石,石英 ,

金雲母を少量含む

縄文土器 深9 外面 :ナデ
内面携 滅

外面 :7 5YR7/4に ぶい橙色

内面 :7 5YR6/6橙 色

Ja l以 下の長石 ,石英
を含む

縄文土器 深叡 牛麗 :ナデ,日 縁端部 :刻 目
勺面 :磨滅

外面■OYR4/2灰黄褐色
内面■OYR5/3にぶい責褐色

2H tl以下の長石,石英
と含む

縄文土器 深割 (27) 牛面 :ナデ,頸部 :沈線文
勺面 :磨滅

面

面

外
内

10YR4/2灰 黄褐色
10YR6/4に ぶい黄橙色

2m以 下の長石 ,石英

を含む

縄文土器 浅割 (50) 牛面 :磨械 ,ミガキ

勺面 :磨滅
面

面

外
内

10YR4/2灰 黄褐色
10YR4/2灰 黄褐色

やや密

縄文土器 小面 :磨滅
勺面 :磨滅

外面 :25Y3/1黒褐色

内面 ■OYR7/4にぶい黄橙色

31m l以 下の長石,石英
を含む

弥生上器 重

頸体部片
■面 :ナデ,箆描木葉文
勺面 :磨滅

外面:7 5YR4/2灰 褐色
内面■OYM/2灰 黄褐色

24 ul以 下の長石,石英
を少量含む

第 5表  S区 6-②層出土土器観察表

番 号 器種 長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g) 材質 備 考

石鏃 14 08 サヌカイト 凹基無茎

石鏃 サヌカイト 平基無茎

石小刀 13 548 サヌカイト 先端部 :折損

スクレイパー サヌカイト

スクレイパー 12 584 サヌカイト 背面に自然面を残す。

スクレイパー 11 サヌカイト 背面に自然面を残す。

磨製石斧 57 1704 蛇文岩 基部横断面 :偏 平

楔形石器 サヌカイト

時帥
15 サヌカイト 侯条痕 ,磨耗

打製石斧
14 サヌカイト 象条痕,磨耗

Sll 打製石斧
先端部

12 サヌカイト 曇部 :裁 断,先端部 :線条痕,磨耗

打製石斧
23 サヌカイト 片面先端部 :写説 磨ヽ耗

剥 片 サヌカイト ,14と 接合

打製石斧
118 26 2471 サヌカイト 背面右側から敲打 (潰し),S13と分割後,左側面を加工,下

瑞部を分割 (折福)終 殖妻 ^

第 6表  S区 6-②層出土石器観察表
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第26図  S区 6-②層出土石器実測図② (縮尺1/2)
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N区小区画水田 (第 27図 ,第 7表 )

N区で検出した小区画水田である。検出した標高は5,40～ 5.55m前後で,土層では6-①層から5 cm程度

凸状に隆起したものを畦畔として平面検出した。6-①層は,黒褐色シルト質極細砂～シル ト質粘土の土壌

化した堆積層で,約 0.15～ 0.2mの厚さで認められる。この直下では砂層が存在し,水はけの比較的良い水

田と考えられる。 6-①層を被覆する⑤層は,褐灰色極細砂で洪水による堆積層とは考えにくく,水田は緩

慢に埋没していったものと想定される。S区でも6-①層は見られるが,平面・断面ともに畦畔を検出して

いない。6-①層の南北方向の標高は,S区北端で5.58mと 最も高く,0,25m前後の高低差でN区北端へ下

る。東西方向にはほぼ平坦だが,N区北端とS区北西部では西端が東端より0.lm程度高くなり,下位に存在

する旧河道の影響を受けた地形に由来すると想定される。詳細は下表のとおりだが,か なり小さな区画も認

められ面積および想定される配水方向は一様ではない。地形を反映した結果と考えられるが,いずれにせよ

検出範囲が狭 く全体像は不明である。

N区小区画水田出土遺物 (第 28図 ,第 8表):6-① 層から

土器・石器数点が出土した。 1は 弥生土器奏で,砂礫を含む胎

土に如意状の口縁をもち,弥生時代前期前半のものである。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

542

538

534

541

542

542

539

537

541

540

539

539

538

260

153

160

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

540    -―     ―-   220

540  854  305  280

539  835  290  288

539  434  282  154

543-― ―

543  810  349  232

544  559  245  228

544  468  223  210

546 (1202)(360) 334

548  658  272  242

550  752  334  225

551  (345) 227  (152)

551  1165  455  256

552-― ―

544  -  ―   ―

552-― ―

553   -   400   -

553-― ―

面積 長辺 短辺
(雷) (m) (m)

738  310  238

424  238  178

402  248   162

571  293  195

面積 長辺 短辺
(∬) (m) (m)

946  864

301   197

3_55   232

403   252 )肥

|   15。 34 ′5.37m「 ||1装観5.46 ′5.49m
l   15.33 ′5.41m饉鰯蔭鰯5.50 ′5.53m
●  5.42 ′5.45m4           .3 cm

第27図  N区小区画水田配水想定図

皇  ⑦

第28図  6-①層出土遺物実測図 (縮尺 :土器 1/3,石器1/2)

第 7表  N区小区画水田一覧

*()の数値は,残存値を示す。

番召 器種 形態 。手法の特徴 色 調 胎 土

1

器

片

上

部

生

縁

弥

口
外面 :磨滅

内面 :磨滅
外面:7 5VR6/4に ぶい橙色
内面:7 5YR6/4に ぶい搭侮

5H a以 下の長石を含む

番 号 器 種 長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g) 材 質 備 考

打製石庖T 77 サヌカイト 曙耗

第 8表  6-①層出土遺物観察表
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ド惟

第29図  N区小区画水田平面図 (縮尺1/100)。 断面図 (縮尺 :高 さ1/40,長 さ1/100)
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SK03(第 31図 ):S区 の北西部,第 2遺構面で検出 した。検出

した標高 5.59～ 5.64m,最深部の底面標高5,37mを 測る。平面形状

は,調査区外へ続 く部分 も含めて,不整な円もしくは楕円形 と考え

られる。断面は緩やかな捧鉢状 を呈 し,埋土は炭化物を含 む褐灰色

シル トの単一層である。所属時期 は,出土遺物および土層から弥生

時代 と考えられる。

SK03出 土遺物 (第 30図 ,第 9表):弥 生土器壼 (1)の みが出

土 した。器面調整は,頸体部外面が横方 向のミガキ,内面はナデで

ある。

遺物包含層⑤層 :6-① o②層 , SK03を 被覆する遺物包含層。

出上 した遺物は少量であるが, 4点 を図化 した。

⑤層出上遺物 (第 32図 ,第 10表):弥生土器甕 (1,2)は 下川津

B類土器で,3と ともに弥生時代後期である。高郭の杯都 とした 4

は,内面に削 り痕を残 さず,古相を呈 し中期後半と考えられる。以

上のことから,こ の堆積層は弥生時代中期後半～後期と考えられる。

第30図  SK03出 土土器実測図

(縮尺1/3)

番
=

器種 形態・手法の特徴 色調 胎 土

1 弥生土器 壷 牛面 :ミガキ,ナデ ,黒斑

勺面 :ナデ
■面■OYR7/3にぶい黄橙色

勺面:2 5YR6/3にぶい黄色

〕IIId以 下の長石,石英
と少量含む

第 9表  SK03出 土土器観察表

西壁土層図

Ｅ

め
．
劇

①

②
③

④
⑤

⑥
⑦

⑮

現耕作土

5Y6/4オ リーブ黄色シル ト質極細砂
25Y5/2暗 灰黄色ンル ト～シル ト質極細砂
2.5Y5/3責 褐色シル ト質極細砂 (Fe沈着 )

10YR4/1褐灰色 極細砂 (Fe沈着 )

第31図  SK03平 面図 (縮尺

子鯨Ⅵ̀
葦

:望箸ESη猪落♂
粘土(土壊01

7.5YR4/1褐 灰色シルト(炭化物を含む)‐ SK03埋 土

1/100)・ 西壁土層図 (縮尺 1/40)

第32図  ⑥層出土土器実測図 (縮尺 1/3)

第10表 ⑤層 出土土器観察表
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番
=

器 種 形態・手法の特徴 色調 月台土

1
弥生土器 甕

口縁部片

滅

滅

磨

磨

面

面
外面17 5YR5/4に ぶい褐色
内面:7 5YR5/6明 褐色

2E n以 下の長石,石英 ,

角閃石を少量含む

2
弥生土器 墾

底部
朴面 :磨滅 ,ミガキ ?
勺面 :磨滅

外面 :25Y6/3にぶい黄色

内面■OYR6/6明黄褐色

14Ul以 下の長石,雲母 ,

角閃石を少量含む

3
弥生土器 鉢

口縁部片
外面 :磨滅

内面 :磨滅

外面■OYR6/3にぶい黄橙色

内面,10YR7/3に ぶい黄橙色

51u4以下の長石,雲母 ,

角閃石を少量含む

4
弥生土器 高朔

脚部片
外面 握 滅

内面 :磨滅

外面■OYR5/4にぶい黄褐色
内面:25Y5/4黄褐色

21tu以下の長石,雲母 ,

角閃石を含む



第 5節 古代～中世の遺構・遺物

条里地割と合致する溝 (第 33図 )

S区 の北半分,第 1遺構面で検出 した 3条 の東西方 向にのびる溝SD01～ 03で ある。 3条 とも現況 の地割

とほぼ一致する。推定条里地割では,香川郡三条十九里二・十一坪界線 に位置する。SD01及びSD03の埋土

は上層部 (① o②層)がほぼ共通 して見 られることか ら,両溝が併存する時期があったと推測 される。

SD01(第 33・ 35図 ,第 12表 )

検出した標高は5。 81～ 5.86m,底面の標高は5,32～ 5,43mを 沢より,底面の標高にばらつきがあることから,

明確な流路方向をもたない。平面は,西半分では直線的だが,東半分でやや屈曲し幅広となる箇所が認められ

る。断面は逆台形であり,埋土は3層 に分層できる。第35図 2・ 3の須恵器杯から8世紀前半頃に掘削され,

1の土師質土器皿や埋土が共通するSD03上 層出土遺物から,13世紀代まで存続していたと推測される。

S

L〓 5.90m

郁
Ａ

は
く
Ｆ
弐
キ

N

L〓 5.90m

① l10YR7/1灰 白色シルト質極細砂
② :10YR6/1褐灰色シルト

③ :10YR6/2灰黄褐色砂混ンルト
④ :2.5Y6/1黄灰色シルト

第33図  SD01～ 03平面図 (縮尺 1洵 00)・ 断面図 (縮尺1/40)

SD01
0            1m

|
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第34図  SD03出 上土器実測図 (縮尺1/3)

第35図  SD01出 土上器実測図 (縮尺1/3)
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SD02(第 33図 )

検出 した標高は5,76～ 5,85m,底 面の標高は5,56～ 5,70mを 測 り,緩やかに西へ下る。平面は直線的だが ,

東部でやや幅広 となる。断面は犀底形 となり,埋土は黄灰色シル ト層の単一層である。出土遺物がな く所属

時期は不明だが,埋土が近世的な様相を呈することから,SD01・ 03よ り後出するものと考えられる。

SD03(第 33・ 34図 , 第11表 )

検出 した標高は5,77～ 5,80m,底面の標高は5,38～ 5,45mを 測 り,緩やかに東へ下る。なお,図化 しなか

つたが ,西半分の底面には溝内を往来 した足跡が認められた。平面は,ほ ぼ直線的である。断面は逆台形 と

な り,埋土は 2層 に分層できる。

出土遺物は,上層か らまとまって出土 した。土師質土器皿 (1・ 2),瓦器椀 (3～ 8,10),土 師質土器

鍋 (9),白磁碗底部 (11),須恵質土器椀 (12・ 13),須恵器杯 (15),フ イゴ羽田部 (14)がある。出土

遺物か らは,13世紀の時期が考えられ,さ らに15の須恵器から平安時代以前に掘 削された可能性 も考えら

れる。

和泉型 と考えられる瓦器椀 (3～ 8,10)は ,外面口縁部にヨヨナデ,体部下半に指おさえが共通 してみ

られ ,内面のミガキ調整が散浸なものが多い。白磁碗底部は,見込みに蛇ノロ釉剥 ぎが見 られ,森田分類の

Ⅷ類に該当する。西村型 と考 えられる須恵質土器椀の底部には,内外面 を磨 くもの (13),ナ デ調整で高台

が矮小化 したもの (12)がある。浅い洗面器状の器形 と考えられる土師質土器鍋 (9)は ,外面を指おさえ

やハケで ,内面 を板ナデにより調整 している。須恵器杯 (15)は 器形が明確ではないが,焼成具合等か ら平

安時代以前 と考えられる。

第12表  SD01出 土土器観察表

番 提 器 種 形態・手法の特徴 色調 胎 土

1
土師質上器

′1ヽ 皿
70 50

いア

ア^

ナ

ナ

面

面

外

内
外面:7 5YR5/4にぶい褐色
内面:7 5YR4/1褐 灰色

やや密

土師質土器

小皿
86 (13)

滅

滅

磨

磨

面

面

外

内
外面:10YR8/3浅 黄橙色

内面:10YR8/3浅 黄橙色
やや宅

瓦器 椀 小面 :ナデ,指おさえ

芍面 :ミガキ
朴面:N3/1暗 灰色

勺面:N3/1暗 灰色
やや密

瓦器 椀 外面 :ナデ,指おさえ

内面 :板ナデ

外面「N4/1灰色

内面 :N4/1灰 色
やや密

5 瓦器 椀 140 外面 :ナデ,指おさえ

内面 :ミ ガキ

外面:N3/1暗灰色
内面:N3/1暗 灰色

やや密 41ul大の石英
を少量含む。

6 瓦器 椀 148 外面 :ナデ,指おさえ

内面 :ミガキ
外面 :N4/1灰 色

内面 :N4/1灰 色
やや密

7 瓦器 椀 146 外面 :ナデ,指おさえ

内面 :ミガキ
外面 :N3/1暗 灰色

内面「N6/1灰色
やや密

8 瓦器 椀 154 (48)
外面 :ナデ,指おさえ

内面 :ミガキ

外面 :N5/1灰 色

内面 :N5/1灰 色
やや密

9 上師質土器 舗 (85)
十面 :煤化 ,ハケ,指おさえ

勺面 :板ナデ

木面:7 5YR5/6明 褐色

対面 :25Y6/4にぶい黄色

Bu l以 下の長石,石英
を少量含む

的帥
(25) 卜面 :ナデ,指おさえ

勺面 :ミガキ (連結輪状の暗文 )

小面 :N4/1灰 色

勺面 :N4/1灰 色
やや窪

自磁 碗

底部
72 外面 :回 転ナデ,施釉

内面 :施釉,蛇ノロ釉剥ぎ

外面 :75Y7/1灰 自色

釉色調 :2 5GY3/1灰 自色
密

須恵質土器 功

底部
外面:磨滅,ナデ
内面:磨滅,ナデ

外面 :N8/1灰 白色

内面 :N8/1灰 自色
やや癌

13
須恵質土器 覇

底部
(291

外面 1回 転ナデ ,ミ ガキ

内面 :ミガキ
外面:5Y7/1灰 白色

内面:5Y7/1灰 白色
窪

フイ」可可口部
破片

外面 :鉄犀溶着 外面:7 5YR3/6浅 黄色

内面 :25Y7/1灰 白色

15 須恵器 杯片 外面 :ヨヨナデ

内面 :ヨヨナデ

外面:N3/1暗 灰色

内面:N7/1灰 自色
密

第11表  SD03出 上土器観察表

番 号 器種 形態。手法の特徴 色調 胎 土

と
土師質土器

小血
13 外面 :ナデ

内面 iナデ
外面 ■OVR8/2灰 自色

内面 ■OYR3/2灰 白色

211以 下の長石を少量

含む

2 須恵器 杯 152 11 4 Ⅲ面:回転ナデ
Å面:回転ナデ

外面:N7/1灰 自色

内面:N7/1灰 白色
密

3 須憲器 杯 140 116 45 卜面 :回転ナデ

勺面 !回転ナデ

外面 :N6/1灰 色

内面 :N6/1灰 色

2Hu以 下の長石,石英
を少量含む
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第 6節 近世以降および不明遺構等

SK01(第 36図 )

S区北西部第 1遺構面で検出 した土坑である。検出 した標高は5,88m前 後,底面の標高は5,81m前 後であ

る。平面はほぼ円形で,長軸約0,6m,短 軸約 0.53mを 測る。埋土は,灰白色シル ト質極細砂の単一層。底

面は平坦で,中 央部からやや外れた位置 に拳大の偏平な石が見 られる。出土遺物はな く所属時期は不明だが ,

埋上の特徴か らSK02と 同 じ時期 と考えられる。

SK02(第 36図 )

S区北西部第 1遺構面で検出 した土坑である。検出 した標高は5,83m前 後,底面の標高は最深部で4,97m

前後であ る。平面は,直径約1.5mの 円形 もしくは隅丸方形 と考えられ る。断面は,上位が直立 し,中位で

段状 とな り,下位では緯鉢状にすぼむ。埋土は, 2層 に分層できる。井戸跡の可能性はあるが ,湧水は認め

られなかった。

出土遺物は,弥生土器片 ,陶磁器片等が混在 している。図化できなかったが ,地元産 と考えられる瓦質土

器焙烙か ら近世後半以降の所属時期が考えられる。

ピッ ト (第 36図 )

S区北西都第 1遺構面で 2ヶ 所検出 した。直径約0.15～ 0,2mを 図る測 る円形の もので,深 さは約0,06m

を測 る。埋土はSK01・ 02と 共通 している。

SX01～ 08(第 37図 )

N区南半分で検出 した性格不 明遺構である。遺構検出は,小 区画水田に伴い行 つたが ,機械および入力掘

削時の上位面で不定形の帯状 の砂が散在す るのが見 られた。東壁土層図 (第 5図 )で示 されるように,断面

では⑦層より砂層が盛り上がって噴出しており,噴砂と考えられる。検出時に平面が円形状となるものがあ

ることから,遺構の可能性を考え掘削した。しかしながら,埋土が⑦層に似た砂, もしくは砂と⑥-1層 が

混じったもので,⑦層以下との判別がつかなかった。出土遺物は皆無である。所属時期は明確でないが,断

面で少なくとも③層中まで認められることから,③層の所属時期より中世～近世のものと考えられる。

噴砂 (第 4図第1遺構面)

S区第 1遺構面で確認した。平面で見ると,砂が亀裂状に走つている。 S区南西部の一部しか図化してい

ないが,S区全域に散在して見 られる。第 1次 調査およびN ttSX01～ 08の事例から, これらとほぼ同じ時

期と考えられる。
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SX02

SX04                               sxo5

① :2.5Y6/2灰 責色綱砂  ② :7.5YR3/1黒 褐色粗砂混シル ト

第37図  SX01～ 08平面図 (縮尺1/400)

現耕作土
2.5Y6/2灰 黄色極細砂 (Fe沈着)    ⑥‐1

25Y5/2暗 灰黄色シル ト～シル ト質極細砂
215Y3/3黄 掲色シル ト質極細砂 (Fe沈着)①
10YR4/1掲灰色極細砂 (Fe沈着)   ①
※① I SK01・ ピット埋土同じ

SK01002平 面図 (縮尺1洵 00)・ 北壁土層図 (縮尺1/40)

W              E

SX03

L〓5.90m

lm

:7 5YR3/1黒褐色シル ト極細砂
～シル ト質粘土 (土壌化 )

ia認 塞民琶話懲
卜質極細砂

)評
(⑥層を塊状に含む)

W    E

す
SX07

⑤
２．５ｍ

]
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第 4章 自然科学的分析

第 1節 高松市東中筋遺跡のプラント・オパール

鈴木 茂 (パ レオ・ラボ)

イネ科植物は別名圭酸植物 とも呼ばれ、根 より大量の珪酸分を吸収することが知られている。こうして吸収さ

れたと酸分は葉や茎の細胞内に沈積 され植物珪酸体 (機動細胞珪酸体や単細胞生酸体など)が形成される。この

植物珪酸体が、植物が枯れるなどして土壌中に混入 して土粒子となったものをプラント・オパールと言い、機動

細胞珪酸体 については藤原 (1976)や 藤原・佐々木 (1978)な ど、イネを中心 としたイネ科植物の形態分類 の研

究が進め られている。また、土壌中より検出されるイネのプラント・オパール個数から稲作の有無 についての検

討 も行 われている (藤原 19841。

このような研究成果から東中筋遺跡においては、検出された水田遺構についてプラン ト・オパール分析か らの

検証を目的に、また旧河道の土層断面試料から遺跡周辺のイネ科植物について機動細胞珪酸体に由来するプラン

ト・オパールか ら検討 した。

1.試料

1)遺構面試料 (試料番号Pl～ P14)

試料は平成12年度調査において検出された水田遺構 より採取された14点 で、北半部 8試料 (Pl～ P8)と 南

半部 6試料 (P9～ P14)で ある (第 38図 )。 そのうちPl,P2,P4～ P6,P8～ P12が水田面試料 、 P

3,P7,P13, P14が 畦畔部試料である。土相について、 Pl～ P10は 黒～黒掲色のシルト、P ll,P12は黒

～黒褐色のシルト質粘土、P13, P14は 黒褐色の粘土である。なお北半部 より検出されている畦畔遺構は弥生時

代後期以前 と考えられている。

2)旧河道試料 (試料呑号 1～ 10)

試料は平成11年度に調査 された旧河道断面のほぼ中央部より採取 された10点 であるが、この土層断面 について

は別報告～第 1次調査～を参照 して頂 きたい。各試滸 について簡単に記すと、試料 1(6a層)は黒灰 4rB色 の砂質

シル ト、試料 2(7a層 )は やや粘土質の黒褐色砂質シル ト、試料 3, 4(8層)は黒褐色の粘土で、 3はややシ

ル ト質である。試料 5(9層 )は黒色の粘土、試料 6(10層 )は黒～黒褐色の粘土で、黄灰色のシル ト小塊 (結

核 ?)が点在 している。試料 7(12層 )も 黒～黒褐色のシル ト質粘土で、黄灰色のシルト小塊が少し認められる。

試料 8(13層上部)はやや泥炭質の黒～黒褐色粘土、試料 9(13層 下部)は やや泥炭質の黒色砂質粘土、試料10

(14層)は黒色の砂質泥炭質粘土である。なお時代 については出土遺物などから、試料 1,2(6a層 、7a層 )が

7世紀、試料 3～ 6(8層～10層)が弥生時代後期 、試料 8, 9(13層 )が弥生時代前期～中期、試料10(14層 )

は弥生時代 前期 と考えられている。なお、 8層 ～15層 は旧河道の埋土である。

2.分析方法

プラン ト・オパール分析は上記 した24試料について以下のような詞‖頁にしたがつて行った。

秤量 した試料を乾燥後再び秤量する (絶対乾燥重量測定 )。 別に試料約 lg(秤量)を トールビーカーにとり、

約0,02gのガラスビーズ (直径約40μ m)を加える。これに30%の 過酸化水素水を約20～ 30∝加え、脱有機物処

理を行 う。処理後、水 を加え、超音波ホモジナイザーによる試料の分散後、沈降法により10μ m以下の粒子を除

去する。この残澄 よリグリセリンを用いて適宜プレパラー トを作成し、検鏡した。同定および計数はガラスビー

ズカ沌00個 に達するまで行った。

3,分析結果

同定・計数された各植物のプラント・オパール個数 とガラスビーズ個数の比率から試料 lg当 りの各プラン

ト・オパール個数を求め (第 13表 )、 それらの分布を第39図 (遺構面試料 ),第40図 (旧河道試料 )に示した。以

下に示す各分類群のプラン ト・オパール個数は試料 lg当 りの検出個数である。

1)遺構面試料

検境の結果、半数の 7試料よリイネのプラン ト・オパールが得 られたが検出数は少なく、5,000個 を越えたの

は 2試料のみで、他は約1,000個 または約2,000個 である。また図表には示していないが P13よ リイネの穎に形成

されると酸体の破片が少 し検出されている。イネ以外ではネザサ節型が最 も多 く、多 くの試料で200,000イ回前後
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と多産 している。次いでクマザサ属型力も0,000イ固前後を示 して多 く得られてお り、ウシクサ族は15,000個 前後検

出されている。その他、個数的には2,000個 前後 とそれほど多 くはないが ヨシ属はほとんどの試滸から産出 して

お り、キビ族 も半数を越える試滸 より得られている。

2)旧 河道試滸 (図版 9)

上位 4試滸 よリイネが検出されてお り、最上部を除き約10,000個 ～20,000個 を示 している。イネ以タトではやは

リネザサ節型が最 も多 く、上部の試料 2, 3では150,000イ固前後に達 している。また産出傾向は上部に向かい減

少 し、試料 5か らは増加に転じ、最上部で再び減少 している。次いでウシクサ族がほぼ10,000イ固～20,000個 を示

し多く、おおむね上部に向かい増加する傾向がみられる。クマザサ属型 も10,000個前後得られてお り、産出傾向

はネザサ節型 と類似 している。ヨシ属は下都より上部に向かい急増 してお り、中央部の試料 5に おいて約25,000

個 とヨシ属としては非常 に高い検出個数を示 し、その直上で急減している。その他、キビ族 も多くの試料 より得

られ、試料 4で最 も多 く約7,000個 を示 している。

4.水田遺構面試料について

上記したように、半数の 7試料 よリイネのプラント・オパールが若千検出されている。ここで検出個数の目安

を示す と、イネのプラント・オパールが試料 lg当 り5,000個 以上検出された地点から推定された水田址の分布

範囲と、実際の発掘調査とよく対応する結果が得 られている (藤原 1984)。 こうしたことから、稲作の検証 とし

てこの5,000個 を目安 に、プラン ト・オパールの産出状態や遺構の状況をふまえて判断されている。本遺跡 にお

いてはこの5,000イ固を越えているのは水田面試料 P8と 畦畔部試料P13の 2試料のみで、半数の 7試料ではまっ

た く検出されていない。宮城県仙台市の富沢遺跡における水田跡 (古墳時代)の検証例 をみると、地点によって

1,000～ 10,000個 (平均3,000個 )と かな りばらつきが見られ、まった く検出されない地点もあ り、これは洪水 に

よつてプラン ト・オパール密度の高い水田層上部の土壌力淋Б分的に流出し、層厚が薄 くなるとともにプラン ト・

オパール密度 も低 くなったものと推定されている (古環境研究所 1991)。 このように同じ水田内において もばら

つ きがみ られるようであ り、要因は不明であるが今回の分析においてはイネのプラン ト・オパール密度が低い部

分を試料とした可能性が高 いのではないかと思われる。

以上のようにイわ プラント・オパールの検出個数は少ないものの半数の地点 より得 られていることから、畦畔状

の遺構から判断される水田遺構について今回の分析結果は少ないながらもこれを支持 していると考えられよう。

5.遺跡周辺のイネ科植物

最 も多 く検出されているネザサ節型について、このネザサ節型のササ類はケネザサやゴキダケなどと考えられ、

遣跡周辺丘陵部の空 き地やそこに成立 していた森林の林縁部、さらに河川周辺土手部などの開けたところに生育

していたと推浪1さ れる。ススキやチガヤなどと考えられるウシクサ族 も同様のところでの生育が予想され、ネザ

サ節型のササ類とともにケネザサーススキ群落といったような草地を形成 していたとみられる。一方、クマザサ

属型のササ類 (ス ズタケ、 ミヤコザサなど)に ついては、遺跡周辺 に成立していた落葉広葉樹林の下草的存在で

分布を広げていたと推測される。

ヨシ属が中央都試料において急増している。試料は旧河道部より採取 されたものであり、層相はやや泥炭質の

粘土が下部層 において認められていることなどから、少なくとも試料採取地点付近は河ナIIの 影響 が少なくなった

湿地的な環境 になったと推浪1さ れる。こうしたところにヨシやツルヨシなどのヨシ属が分布を拡大 し、弥生時代

中期から後朗 にかけて大群落を形成するようになったのであろう。その後、弥生時代後期 には先に示 したように

遺跡周辺では水田稲作が行 われるようになったと考えられ、イネのプラント・オパールが大量に検出されている。

これに呼応するようにヨシ属が急減 してお り、これはヨシ原を切 り開き水田稲作を営むようになったことに起因

していると推察される。
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第38図 水田遺構面試料の採取位置図

第13表 試料 19当 たりのプラン ト・オパール個数

試料番弓 イネ

(1固 /g)

ネザサ節型

(個 /g)

クマザサ属型

(個 /g)

他のタケ亜科

(個/g)

サヤヌカゲサ鷹

(1ヨ /g)

ヨシ属

(個 /g)

ンバ属

(個 /g)

キビ族

(個 /g)

ウシクサ族

(1回 /g)

不明

(個 /g)

Pl 0 472,10( 69,900 4.50C 0 1 0 18,000 25,900

P2 292,80( 58,800 2,20C 0 1 t,100 13,300 25,500

P3 0 24420( 51,800 4,20C 0 1 1,100 12,700 30,700

P4 0 136,00( 26,300 1,10C 0 2 1,100 19,000 14,800

P5 2.100 161,50( 35,400 2,10( 0 0 0 11,500 21,900

P6 0 225,20( 59,400 4,10( 0 2,000 2,000 32,700 49,100

Pフ 2,200 359,50( 70,400 3.30( 0 6,600 2,200 19,800 41,800

P3 5,300 20880( 25,400 3,20C 0 2,100 1,100 1,100 11,700 27,600

P9 1,000 268,40( 34,300 4,20( 0 0 0 0 16,600 25,000

P10 と,100 84,20( 32,700 1,10( 3,300 0 0 12,000 20,700

Pll 0 94,400 30,400 4、 30( 0 1,100 0 0 14,100 22,800

P12 2,100 95,200 55,800 4,30C 3,200 0 2,100 15,000 20,400

P13 5,300 98、 400 27,600 4,20( 0 5,300 0 11,700 28,700

P14 0 68,600 3,100 2,100 0 3,100 0 0 3,100 4,200

1 3,900 31,400 3,90C 1,000 1,000 0 2,000 6,900 23,600

2 15,000 147,700 21,40C 3,200 1,100 0 3,200 25,700 30,000

3 21,100 151,100 10,60C 3,200 2,100 0 2,100 10,600 13,700

4 9,700 53,300 4.80C 1,200 6,100 0 7,300 9,700 13,300

5 0 35,400 7,90C 0 24,900 0 3,900 17,100 11,800

6 0 13,300 2,70C 0 14,700 0 0 4,000 9,300

フ 0 40,400 5,10C 2,500 8.800 0 1,300 13,900 11,400

8 0 50,400 9,400 4,700 7,900 0 0 11,000 9,400

9 0 85,50C と2,200 4,100 4,10C 2,700 0 2,700 12,200 10,900

10 0 84,300 8,90( 1,300 0 0 6,400 3,800 6,400

-44-



■

“

■

H

■

鶉

鶉

鶉

鞘

靭

靭

饒

圏

躙

鶉

靭

饉

醸

饉

爛

靭

離

‐

■

田

:

日

‐

‐

‐

‐

‐

‐

H

日

E

E

:

日

日

ー

日

‐

:

‐

“
‐

:

:

:

Ｅ

　

日

日

‐

ー

ー

…

…

…

   ヽ

一

―

―

ー‐

ウ
シ
ク
サ
族

キ
ビ
族

シ
パ
属

ョ
シ
属

他
の
タ
ケ
亜
科

ク
マ
ザ
サ
属
型

ネ
ザ
サ
節

型

イ
ネ

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

P9

P10

Pll

P12

P13

P14

(xl。 4個 /g)

ウ
シ
ク
サ
族

キ
ビ
族

ヨ
シ
属

サ
ヤ
ヌ
カ
グ
サ
属

他
の
タ
ケ
亜
科

ク
マ
ザ
サ
属
型

ネ
ザ
サ
節
型

第39図 水田遺構面試料のプラン ト・ オパール分布図
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第 2節 高松市東中筋遺跡出土赤色顔料付着遺物の蛍光 X線分析について
徳島県立博物館 魚 島 純 一

高松市教育委員会の依頼 を受 けて,東中筋遺跡出土遺物の表面に付着 した赤色顔料の同定を目的 とした定

性分析 を行 ったのでその結果を報告する。

1,試料

東中筋遺跡出土 土器破片10点

詳細は第14表のとお り。

2.方法

蛍光 X線分析装置 を使って試料表面の非破壊定性分析 を行い,試料 に含 まれる元素の種類 を調べ,用 いら

れた赤色顔料 を推測することとした。

分析 には徳島県立博物館 に設置 された

た。

測定の条件はつ ぎの とお り。

X線 管 :Mo
X線管電流  : 0.2mA
測 定 時 間 : 100秒

テクノス製エネルギー分散型蛍光 X線分析装置TREX 630Lを 用い

3.結果 と考察

分析の結果,試料 2・ 3の外面および試料 5'6・ 8の 内面に付着 した赤色顔料部分か らHg(水銀)が検出

された (第 41～ 45図 )。 このことか ら,こ れらの試料 に付着 した赤色顔料はHg(水銀)を 主成分 とする水銀朱

(辰砂 HgS)で あると考えられる。

その他の試料 においては,赤色顔料付着部分の分析 をおこなったが,いずれの部位か らもHg(水銀)は検出

できなかった。第46図 にHgが検出できなかった試料の代 表 として,試料 4の分析結果 を掲げる。検出され

た元素のうち赤色顔料 に関連する元素はFe(鉄)の みである。Feは土壌中にも多 く含 まれ,土器表面に付着 し

た土壌はもとより,胎土その ものにも含 まれることから,検出されたFeの ピークがすべて赤色顔料に起因す

るもの とは考えられない。ただ し,いずれの試料 にも表面 に赤色顔料が付着 していることが肉眼の観察によ

って確認 されてい ることから,こ れらの試料 に付着する赤色顔料はFe(鉄 )を 主成分 とするベ ンガラ(酸化第

二鉄 Fe2° 3)で あると推定 される。

試料 2・ 3・ 4は ,漆の塗膜状の赤色物が付着 してお り,一見すると付着物は同一の もののようにも思え

る。 しか し,分析の結果では試料 2・ 3の外面からはHg(水銀)が検出されたものの,試料 4か らは検出で き

なかった。肉眼観察での判別の難 しさを改めて感 じた。

No. 蕎 種 付 量舌|イ立 惧 T重
日 位 時 亮

'色
1

2 14 医 57 ヽR― ト 紹文 日 ・ベ ラ J4う

3 14区 58 RP一 F :ベンガラ

4 g雷 14

図

上 器 RP一 F ベンガラ(内外画と
肉 SR一 E 文 時代 晩期 (霙帯 文期 ) 朱

48 内 SR― E 文時代 晩期 (突再 文期 ) 朱

7 69 (祝形 外 i SR― E 【時代晩期 (突帯文期 ) ベンガラ
3 召15 67 (続形 内 面 SR― E 時 和 屋9R
9 再12 図 34 内外 面 SR― E !期 (突帯 文期 ) ベンガラ(内外面

10
第 1次調査
雪き25[□ 108

蓋形土器 外 面 SRl第 7層 1弥生時代後期 ベンガラ

第14表 赤色顔料付着遺物一覧

X線管電圧  : 50kV
検 出 器  i Si(Li)
測定雰囲気  : 大気
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第42図 試料 3外面赤色顔料付着部分蛍光 X線分析結果

第43図 試料 5赤色顔料付着部分蛍光 X線分析結果

ENERGV(К eV)

第41図 試料 2外面赤色顔料付着部分蛍光 X線分析結果

ENERGV(К eV)

-47-



I(cPs)

S日 .

40.

30.

2日 .

Iく oPs)

58.

40.

日

　

　

　

　

０

３
　
　
　
　
　
２

０

　

　

　

　

０

第44図 試料 6赤色顔料付着部分蛍光 X線分析結果

第46図 試料 4赤色顔料付着部分蛍光 X線分析結果

I(ops)

7日 .

6B.

5日 .

40.

30.

20.

■0.

日 .

ENERGV(KeV)

ENERGΥ (К eV)

第45図 試料 8赤色顔料付着部分蛍光 X線分析結果

ENER6Ψ くKeV〉
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第 3節 香川県高松市東中筋遺跡出土縄紋晩期土器付着物のμC年代測定

小林謙一ゆ
"・ 坂本稔D・ 陳健立り。今村峯雄少・松崎浩之め

D総合研究大学院大学 博士後期課程  日本歴史研究専攻

り国立歴史民俗博物館 情報資料研究部

め東京大学原子力研究総合センター・タンデム加速器研究部門

香川県高松市東中筋遺跡出土縄紋晩期突帯文土器および居石遺跡出土晩期前葉土器の、土器付着炭化物の

14c年代測定を試みた。試料番号はKGTと した。

今回、21点 の縄紋土器か ら、測定用の炭化物を採取 したが、一部の土器は充分な炭素量が見込めなかった

ため保留 し、13点 につい て14c年代 を得 た。以下に、採取試料 の状況、処理方法、測定及び暦年較正 を報告

する。

l 測定対象資料 と炭化物の状態 (図版10)

東 中筋遺 跡 自然河川跡 より突帯文土器がまとまって出土 している。

KGT 7-1 口縁外面付着。突帯文の下位 に、スス状 に付着 していた。

KGT 13 43 浅鉢の回縁内面及び胴部外面に煮焦げ状に付着。今回は内面付着物を処理 した。

KGT ll-26 口縁外面付着。突帯文の上位から下位に、吹 きこぼれ状 に付着 していた。

KGTT 8 12 口縁外面付着。突帯文の下位に、スス状に付着 していた。

KGT 8 10 口縁外面付着。突帯文の下位 に、部分的に口唇か ら雨だれ状 に付着 し、吹 きこばれと思われ

る。

KGT 8 11 日縁外面付着。突帯文の下位 に吹 きこばれ状に付着。 ミネラルが多 く合 まれているため、重

液で遠心分離器を用い、分離を試 みたが、結果的には、炭素量が少な く、年代測定 はで きな

かった。

KGT ll-27 口縁外面付着。突帯文の上位から下位 に、吹 きこばれ状 に付着 していた。

KGT ll-31 日縁外面付着。突帯文の上位に、吹 きこばれ状 に付着 していた。

KGT 16 77 底部内面に煮焦げ状に付着。

居 石 遺 跡 (山 元 1995) 自然河川跡であるSR03の 、6。 7層 出土土 器である。一括性の高い遺物 と報告

されてい る。KGT7(報 告22図 7)は 深鉢形 AI類、KGT50・ 54(報告25図 50・ 54)お よ

び64(報告26図 64)1ま 深鉢形 AⅡ 類 、KGT75(報 告27図 75)1ま 、深鉢形BI類 と報告 され

ている。

KGT 7 胴部外面付着。胴部外面にスス状に付着。

KGT 50 口縁外面付着。口縁外面にスス状に付着。

KGT 53 口縁外面付着。口縁外面に吹 きこばれ状に付着①炭素量が少な く、年代測定はできなかった。

KGT 54 口縁外面付着。口縁外面に吹 きこばれ状に付着。土器が削れたためか、 ミネラル分が混入 した。

KGT 64 口縁外面付着。口縁外面に吹 きこぼれ状に付着。

KGT 75 回縁外面付着。口縁～胴部外面にスス状に付着。

2 炭化物の処理 (図版 11～ 13)

試料については、以下の手順で試料処理 を行 った。(1)の 作業 は、国立歴史民俗博物館 の年代測定資料実

験室において小林 、(2)(3)は 、坂本・陳が行 った。ただし、炭素量 が少なかったため、KGT541よ 、(3)の 作

業を、またKGT7 1、 812、 11-26、 1343は、(2)(3)の 作業を、地球科学研究所を通 してベ ータアナリテ

イック社へ委託 した。

(1)前処理 :有機溶媒 による油脂成分等の除去、酸・アルカリ・酸による化学洗浄 限 処理 )。

まずアセ トンに浸 け振 とうし、油分な ど汚染の可能性のある不純物を溶解させ除去 した (2回 )。 Å畿へ
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処理 として、80℃ 、各1時 間で、希塩酸溶液 (lN―HCDで 試料に含 まれる炭酸カルシウム等 を除去 (2回 )

し、さらにアルカリ溶液 (0,lN一 NaOH)で フミン酸等 を除去す る。4回処理を行い、ほとんど着色がな

くなったことを確認 した。さらに充分 (180分 )に酸処理を行い 中和後、水により洗浄 した (5回 )。 各試

料は、採集総量、AAA前処理 を行 った量、前処理 後回収 した量、 ガス精 製に供 した量、二酸化炭素の災

素相当量 をそれぞれ測定 してある。基本的に前処理 した試料の半分を精製 したが、KGT54お よび71、 8-

12、 11-26、 13-43は 、量が少ないため、ほとんど全量を処理 した。前処理のうち、最初のアルカリ溶液

を保存 してある。

(2)二酸化炭素化 と精製 :酸化銅により試料 を酸化 (二酸化炭素化 )、 真空ラインを用いて不純物を除去。

(3)グ ラファイ ト化 :鉄 (ま たはコバル ト)触媒の もとで水素遠元 しグラファイ ト炭素に転換。アル ミ製カ

ソー ドに充填。

Å些へ処理の済 んだ乾燥試料を、500mgの酸化銅 とともにバイコールガラス管 に投 じ、真空に引 いてガス

バーナ ーで封 じ切つた。このガラス管を電気 炉で850℃ で3時間加熱 して試料 を完全に燃焼 させた。得 られ

た二酸化炭素には水などの不純物が混在 しているので、ガラス真空ラインを用いてこれを分離・精製 した。

1.5mgの グラフ アイ トに相当する二酸化炭素を分取 し、水素ガス とともにバイコールガラス管に封 じた。

これを電気炉で 650℃ で12時 間加熱 してグラフアイ トを得た。管にはあらか じめ触媒 となる鉄粉が投 じてあ

り、 グラファイ トはこの鉄粉の周囲に析出する。 グラファイ トは鉄粉 とよく混合 した後、穴径 lmmの アル

ミニウム製カソー ドに60kgfの 圧力で充填 した。

3 測定結果 と暦年の較正

AMSに よる1lC測定は、KGT54、 71、 812、 11-26、 1343については、地球科学研究所 を通 してベー

タアナリテ イック社 (測定機関番号Beta)へ 委託 した。KGT7、 50、 64、 75は 、東京大学原子力研究総合

センターの タンデム加速器施設(WhLT、 機関番号WITC)で行った。その他は、加速器分析研究所 (測定機関

番号AÅへ)に依頼 して行 った。

年代データの 1lC BPと いう表示は、西暦 1950年 を基点にして計算 した14c年代 (モ デル年代 )であること

を示す (BPま たはyr BPと 記すことも多 いが、本稿では1lC BPと する )。
1l Cの 半減期は国際的に5,568年 を

用いて計算することになっている。誤差は測定における統計誤差 (1標準偏差、68%信頼限界)である。

AMSで は、グラファイ ト戊素試料の1lC/確 C比 を加速器 により測定す る。正確な年代 を得 るには、試料の

同位体効 果 を測定 し補正する必要があ る。同時に加速器で測定 した13c/12c比 により、14c/19c比 に対す る同

位体効果 を調べ補正する。表には、加速器分析研究所 による誤差 を付 して記 してある。ベータアナリティッ

ク社は十分な炭素量がある場合、13c用 ガス試料 を質量分析計 により測定 した10C/12C比 の値 を示 してある。
13c/t9c比 は通常、標準体 (古生物belemnlte化石の炭酸カルシウムの13c/1つ c比 )偏差値 に対する千分率 δ13c

(パ ーミル,%。 )で 示され、この値 を-25%Oに 規格化 して得 られるHC/12C比 によって補正する。補 正 した

HC/12C比 か ら、HC年代値 (モ デル年代)が得 られ る (英語表記 ではConventional_Ageと される ことが多

い)。

暦年破正

測定値 を較正曲線訃TCAL98(暦 年代 と1lC年代 を暦 年代 に修正す るためのデータベース、 1998年版 )

(Stu�er,M,,et,al,1998)と 比較することによって実年代 (暦年代 )を 推定できる。両者に統計誤差がある

ため、統計数理的に扱 う方がより正確 に年代 を表現できる。すなわち、測定値 と較正曲線データベース との

一致の度合 い を確率で示すことに よ り、暦年代 の推定 値確率分布 として表す。暦年較正プ ログラムは、

OxCal Programに 準 じた方法で作成 したプログ ラム を用いてい る。統計誤差 は 2標 準偏 差に相当す る、

95%信頼限界で計算 した。年代は、較正された西暦 cal Bcで 示す。()内は推定確率である。図は、各試

料の暦年較正の確率分布である。
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帥 α 試料の重量 mgl
KGT  採集   処理   回収

7-1      69      51      22.11

8-12     73       57       7.25

11-26    17      17      4,33

13-43    34       34      13.27

8-10     109      78      14.83

8-11     94       49      19.67

11-27    117      57      29。 17

11-31    25      25       5.38

16-77    35      35      17.01

7       137     61      24.91

50       278     58      27.20

53       36      36       11.6

54       62      41      13.10

64       47      27       7.45

75       143      35      18.01

*は 、二酸化炭素の炭素相当量

含有  含有

貌  第

51.40/0 22.30/0 1)

35.70/0  4.60/0  1)

51.00/0 13.00/0 1)

52.80/0  20.60/。   1)
55.50/0  10.60/O  動

中    ~    0
59.30/0  30.40/O  動
54.20/0 11.70/0 り
50.00/0 24.30/0 動
50,00/0 刻.40/。  り
55.60/0  26.10/0  動
3.00/0 1.00/O o

6.60/0  2.10/0  3)

49.00/0  13.50/0  り
46.00/0 23.70/0 動

含有

率1

43.40/O

12.80/0

25.50/0

39.00/O

19.00/O

40.10/O

51.20/0

21.50/0

48.60/。

40,80/0

46.90/O

32.20/O

32.00/O

27.60/0

51.50/O

椒

用

9.90

3.00

2.10

6.40

3.95

5.66

3.81

5.22

4.90

5.20

7.50

7.40

4.30

6.20

14c BP

傾 筒

がス*

5.09

1.07

1.07

3.38

2.19

3.36

2.07

2.61

2.44

2.88

0.23

0.49

2.09

2.86

含有率 11ま 回収量/処理量、含有率2は がス相当量/精製用重量、含有率3は含有率 1*含有率 2。

―は、炭素量不足で測定できず。

1)は 、(1)を 小林 。(2)(3)を ベータアナリテイック社、2)は (1)を 小林 。(2)(3)を 坂本・陳、3)は (1)を 小林 。(2)

を坂本 ・陳が処理を行った。4)は炭素量不足が予想 され、処理・測定は保留 した。

番号

帥 o.

機関

Beta

炭素年代

δ
13c

燿酵膵践コ■�BC 12σ )

10/。)旋露推聟得

鰹 町 ■ 184567 2580三L40 820-750o9,やアヽ,690-650(10,8レo,

640も40K24.9豹

KGT8-12 184568 -26.00/OO 2550三L40 8CICl-740o3.6レ o,720-530●0.4レo,

520-520o,゛チヽか

KGT8-10 187218 -25.00/OO 2560こL40 810-750c40.3り ,720-530c54.4レ 6),

520-520Q.5埼

KGTH-26    184569    -25.90/OO 2550± 40  80Cl-740o3.6り ,720-53a60.4レo,

520-520o.6め

KGTll-31    187217     -25.80/00 2590± 40   830-750o9.39o,68併 660(8.善■x,
640-58∝ 11,9レ0,580-540(5,9豹

KGT13-43 184570 -24.80/oo 2590」L40 830-750● 9。3均,68Cl-660(8.2り ,

640-58∝ H.助o,580-540(5.助 o
KGT54 183伸 3120」L40 1490-1470o.3り ,145Cl-1290(88.6ウ o,

1270-12609.60/。 j

�阿C‐

03790 ‐28.2%O 2985EL60 1380-1320(11.8り ,1320‐ 1030s2.9り
,

1030-1020cO.5豹

KGT7 03789 -25.9°/oo 3010三L40 1380-1320(18.ψ o,1320-1180c62.8埼 ぅ
1180-■2∝ 14. ア゙、

KGT75

03791

-27.50/OO
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KGT64 3015三L40 1380-132090.5均 ,1320-1180c62.3り ,

118併 1140o.0り ,1140-1120o.4レo
3065三L40 1420-1420o.6ツ 6),1410-1250G7.3均 ,

1240-1210o.9り ,1190-1190cO.7り ,1130-1130o.7め



註

1)加 速器分析研究所での δ13c値 は、加速器による測定であ り、報告 された誤差 を付す。

KGT54は 、炭素量不足のため、ベーアタナリテイック社 において δ13c値 は測定されず。

2)620 620cal BCは 、620-615cal BCの 暦年較正年代であることを示す。

4 年代的考察

居石遺跡SR03-5～ 7層 出土土器については、報告者である山元敏裕氏により、主に平井勝氏による岡山県

域での晩期土器編年に対比されている。それによれば、居石AIにみられる口頸部及 び胴都境界の爪形文は

谷尻式に多 く見 られ、一方、バケツ状底部の居石 BIや居 石 AⅡ にみられる三枚貝条痕は、一段古い舟津原

式の新 しい時期 まで しか存在 しない、などの特徴がまとめられる。岡山県域 と香川県域では、多少の地域差

が考えられるが、 おおむね晩期前半の末頃、すなわち舟津原式の新 しい時期～谷尻式に相当すると捉 えられ

ている。

暦年較正年代 を見 ると、居 石遺跡出土土器付着部 の測定結果 は、後述す るKGT54を のぞ き、紀元前

1300-1100年前頃を含む、おおむね一定 した年代が示 される。KGT541よ 、若千古 く、これまでの筆者の測

定から見れば、後期後 ・末葉頃の年代が測定 されている。KGTの 資料 を観察する と、 ミネラル分がかな り

多 く混入 してお り、処理の際 の炭素含有率は他の資料 に比べ低い。特に、炭素含有率21ま 他の資料力湘5%～

60%の炭素が含 まれるのに対 し、KGT54は 6,6%と 、測定 を断念 したKGT53に 次いで低 く、お焦げやススな

どの戊化物ではな く、 2次焼成により剥落 した土器胎土や土壌からの汚染物が多 く付着 していた可能性があ

る。それによつて試料 に炭素を含 む鉱物が混入 し、その古い炭素が測定に影響 を与えた可能性がある。 よっ

て、KGT54は 除いて年代的考察を行 ってお く。

上記のKGT54を のぞき、炭素年代の上では、KGT50・ 7・ 64・ 75の 順に古 くなるが、仮にこれらの土器

が同一の時期 に属する土器群 であ り、較正曲線の変動 に応 じて幅が生 じているのみであるならば、これ らの

土器付着物の重なる年代が、この土器群の使用された年代 である可能性が高いことになる。 4点の較正年代

が重なる年代 は、13801210、 及び1190,H30cal BCで あ り、これらの土器が縄紋時代晩期前半に属するこ

とを考慮すると、 1200cal BCよ りは新 しい可能性が高 く、1130cal BCを 含む年代である可能性が高いこと

になる。なお、やや古 い年代 を示 してい るKGT75を 除 くと、残 り3点の測定結果からは、1320-1120cal

BCの範囲が、最 も可能性のある年代 とな り、上記 と同様の理由から、1130H20cal BCこ ろに近い年代 を

含んでい る可能性が高い。この年代 は、東関東地方の筆者 らの測定結果 と対比させ ると大洞Bl式 からB2式

にかけての時期 と考えられる (小林他2003)①

東中筋遺跡出土土器は、すべて突帯文土器の中葉頃の時期、岡山県南溝手遺跡 1の河道 1・ 第 1低位部出

土土器に相 当 し、平井泰男氏 による南溝手 1と 仮称 される土器 (平井泰男ほか1995、 1996)か 、津島岡大

式に近い土器 群 と考え られ、居石遺跡出土土器 より新 しい土器群であ る。暦年較正年代 をみると、紀元前

800年 から530年 cal Bcの 年代の中 に含 まれる確率が最 も高い場合が、各試料 に共通 してみられる。このな

かで も、紀元前800～ 750年 の間の期間が、 もっとも確率が高い。紀元前750 400cal BC年 頃、炭素年代で

245014cBP頃 は、災素濃度の変化に乏 しく、年代の上では、いわゆる「2400年 問題」、辻誠一郎氏が 「ミス

テリーブーン」 と呼ぶ時期に当た り (辻 2002)、 暦年代 を絞 りに くい。東中筋遺跡の測定結果は、この期間

よりは古い可能性が高 く、弥生時代前期 よりは古 く、九州地方の弥生時代早期に並行する可能性が高い (春

成他2003)。

この分析は、 日本学術振興会科学研究費 平成 15年度基盤研究仏 。1)(一般)「縄文時代・弥生時代の高

精度年代体 系の構築」 (課題呑号 13308009)の 成果を用 いている。試料処理においては、東邦大学野 田稔、

舛田奈緒子両君の協力を得た。記 して謝意を表 しまサ。
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東中筋遺跡 突帯文

第47図 居石遺肋 。東中筋遺跡試料採取土器 (縮尺

KGT8-10 2560=L40 140 BP  810-530cal BC

居石遺跡 1/6、 東中筋遺跡1/4)

KGT7-1  2580=L40  14C BP  820-750cal BC
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第 5章 まとめ

本遺跡は,旧香東川から派生する旧河道域に位置するとともに,海からの影響を受ける三角洲に近い環境にあ

るとも想定される。このことから,縄文時代晩期以前は,河川の活発な活動により不安定な土地条件にあつたと

推測される。これ以後において,遺物がまとまって出土していることから,河川の活動が比較的治まったと想定

され,そ の埋没期 には遺構が散在しながらも認められる。 それでは,今回の調査結果と第 1次調査の結果を併せ

て,東中筋遺跡の発掘調査成果を時期別に概観し,ま とめとしたい。

【縄文時代後期】

第 2次調査 S区の旧河道より当該期の土器片が出土した。小片であり磨滅も著 しいことから,本遺跡に集落等

があったとは考えられないが,高松平野での出土例は珍 しい。対岸の岡山では平野において遺跡数が多いが,高
松では前田東 。中村遺跡など平野南東部の丘陵周辺に見られるのみである。

【縄文時代晩期中葉】

旧河道の河床まで掘削を行った第 1次調査では,突帝文土器 (晩期後棄)以前となる当該期の遺物が河床より

出土している。磨減が少ないことから,本遺跡または近辺に当該期の遺構が存在する可能性がある。本遺跡から

約 2キ ロ南には居石遺跡が所在 し,打製石斧 (土掘り具)や伐採用と考えられる石斧の柄が出土 しており,高松

平野において開墾 (農耕 ?)が この時期には実施されていたと推測される。より海岸に近い本遺跡でも同様の状

況が看取できることは重要である。

【縄文時代晩期後棄中頃】

第 2次調査S区の旧河道埋土より,突帯文期の遺物がまとまって出土した。磨滅が少なく,ま た石器等に接合

資料が見られることから,旧河道に隣接する微高地上から投棄 された可能性がある。なお,突帯文期とした土器

群には,壼 といった新 しい器形も含まれるが,深鉢・浅鉢ともに古い要素を残すものも認められることから,当

該期のものと考えられる。開墾用である土掘 り具や炭化物が付着 した煮沸具といった日常道具がある一方,多数

の彩色された浅鉢や石棒等があり, これらは当時の儀礼やハレの場面を復元する上で重要な資料と考えられる。

また,本遣跡出土突帯文土器の年代が,14c年代測定により紀元前800～ 750年 の間である確率が高 く,九州地

方の弥生時代早期に並行する可能性が高いことが判明したことは,縄文から弥生時代 にかけての変遷を研究する

上で,貴重な成果となった。

【弥生時代前期中葉～末】

第 1次調査南部微高地の末端部で土坑 4基がまとまって検出された。いずれも平面は楕円形で,小形品を含む

完形に近い土器が出土 している。

【弥生時代前期～後期】

黒褐色土が,安定した微高地上および河川内に堆積する時期である。第 2次調査では,微高地上で小区画水田

を,流路の北岸では大畦畔を検出している。なお,小区画水田については,プラント・オパール分析で採取地点

により含有量にばらつきが認められることから,水田遺構と断定するには慎重を期すべ きだが,遺構の状況や他

遺跡の事例から考慮すると水田遺構で誤りないと考えられる。なお,小 区画水田の時期については,土壌層から

弥生前期の土器が,被覆している土層からは弥生後期の土器が出土しており,弥生時代の中で捉えられるもので

ある。

【弥生時代後期～古墳時代】

河川がほぼ完全に埋没する時期で,第 1次調査の旧河道南岸で多量に廃棄された土器が出土 した。プラント・

オパール分析では含有量がもっとも多い時期で,旧河道内において広範に水稲耕作 を行つていたと考えられる。

古墳時代後期には,第 1次調査区南端の微高地末端部で,旧河道に沿った用水路が掘削されている。

【奈良 。平安～鎌倉時代初頭】

条里地割に沿った溝が検出された。香川郡三条十九里二・十一坪界線にあたり,SD01,03が併走している。

この条里地割に沿った溝以外の遺構は検出されなかったが,SD03か らは瓦器椀をはじめ中世土器がまとまって

出土しており,当該期の集落が近くに存在 していた可能性を指摘できる。

【中世～近世】

第 1次調査で,近世の小規模な掘立柱建物を検出した。また,当該期の噴砂痕が司査地全域で認められた。
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S区 第1遺構面 条里溝

(SD 01～ 03,東 から)

N区 全景 (北 か ら)

S区 第2遺構画全景 (南 から)
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S区 第2遺構面 SK03(西 から)

S tt SR01下 層部 上器出土状況

S tt SR01 T層 脅F



SRO呵 E層 出土土器

SR01 E層 出土土器
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9‐ 20

SR01 E層 出土土器
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SR01 E層 出土上器

SR01 E層 出土上器

S区餅②層出上土器
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12‐ 37
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35‐ 1

34‐ 5

34‐9

SD 03出土上器
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第 19図

S9+lЮ
第19国

S9+10でD

第18図 Sl

第25図 S7
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第17～ 20図

SR01 E層 出土石器

第 25。 26図

S区 6‐②層 出土石器

第26図 S13+14① 第 26図 S13+14②
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鰭

図版 東中筋遺跡断面資料のプラン ト・オパール (scale bari 30μ m)
1、 2:イ ネ (a:断面、bi側 面) 1:No,2, 2:No,4
3、 4:ネザサ節型 (a:断面、b:側面)3:No.2, 4:No.4
5:ク マザサ属型 (断面)No.5
6:ウ シクサ族 (a:断面、bi側 面)No,2
7:ヨ シ属 (断面)No.5
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KGT7‐1 外面付着状況 KGT8‐10 外面付着状況 KGT8‐12 外面付着状況

KGTll-26 外面付着状況 KGTll-27 外面付着状況 KGTl■31 外面付着状況

KGT13-43 内面付着状況
―  |||● |́II I― _ |

KGT16‐77 底部内面付着状況 KGT7 外面付着状況

KGT50 外面付着状況 KGT54 外面付着状況

KGT64 外面付着状況 KGT75 外面付着状況
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とゞ1事静

KGT7‐1 前処理前 約 12.5倍 KGT7‐1 前処理後 約 25倍

前処理前 約 10倍 KGT8‐ 10

KGT8‐ 12 前処理前 約 11倍 KGT8‐12 前処理後・重液分離後 約22倍

KGTll-26 前処理前 約 11倍 KGTll‐26 前処理後・重液分離後 約22倍
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KGTll‐27 前処理前 約 11倍 KGTll‐27

KGTll‐31 前処理前 約 11倍

KGT13‐43 前処理前 約 11倍

KGTll‐31 前処理後 約 21.

KGT13‐43 前処理 後  約 21.5倍

KGT16-77 前j匹瑠巳1苛  語〕10.5倍 KGT16‐77 前処理後 約 21倍
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KGT7 前処理後 約 23.5倍 KGT50 前処理後 約 22倍

KGT54 前処 理 前  約 10.5倍 KGT54 前処理後 約 21倍

KGT64 前処理前 約 10.5倍 KGT64 前処理後

KGT75 前処理前 約 10.5倍 KGT75 前処理後 約 21倍
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